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●AFSについて

AFSは異文化学習の機会を提供する世界的な教育団体です。活動の起源は第一次・第二次世界大戦中に傷病兵の

救護輸送をしたボランティア組織 American Field Service（アメリカ野戦奉仕団）にあります。AFSの加盟国は約60か

国、交流国は100か国以上に及び、理念に共感し活動を共にするボランティアとともに、多様な文化・価値観の人々と「共

に生きることを学ぶ」活動を継続しています。

AFSの理念

AFSは国際的なボランティア団体であり、営利を目的としない民間の組織である。より公正で平和な世界の実現に必要

な知識、能力、理解力を多くの人びとが身につけるため、さまざまな異文化と接する機会を提供することを目的とする。

●AFS年間派遣プログラムについて

（1）趣旨と概要

AFS年間派遣プログラム（以下、本プログラム）は、異文化理解を目的とした一学年間の交換留学プログラムです。参加

者は受入国であるAFSパートナー組織のサポートのもと、現地の一般家庭に滞在しながら、地域の高校で交換留学生と

して学びます。

（2）求める人物像

本プログラムは、慣れない文化・言語環境の中で生活するため、時としてストレスも伴う体験です。AFSでは、長年の経

験や研究結果から、参加者は以下の「９つの資質」を持ち合わせている必要があると考えています。

1. 柔軟性がある

2. 自信をもち、進んでイニシアチブをとることができる

3. 異なる教育環境で学ぶ意欲と能力がある

4. 曖昧な状況を受け入れ、他人に助けを求めることと他者からの手助けを受け入れることができる

5. 異なる文化背景を持つ人に興味を持っている

6. 他者に共感できる

7. 偏見にとらわれない広い心を持っている

8. 他者と前向きかつ肯定的な関係を築き、自分の考えを他者と共有できる

9. 広い視点で自分自身を見ることができる

（3）今年から応募できるようになった国

ニュージーランド

AFSでニュージーランドへ年間留学した帰国生は591名にも上り、またAFS日本協会が派遣した約50カ国の内で5番目

に古い1974年から派遣されています。そのニュージーランド派遣が2016年（第63期）以来、8年ぶりに第71期年間派遣
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プログラムで復活しました。冬組（2024年1月）出発の国です。

●AFS年間派遣プログラム 71期応募と選考について

（1）応募にあたって＜重要＞

　本プログラムは、新型コロナウイルス感染症による不測の事態が懸念される中での募集・実施となります。内定後も状

況によりプログラムの事前中止や予定変更（出発日が後ろ倒しになる、開始後に早期終了となる、期間が短くなる、留学

先の国や予定されていた行事が変更になるなど）の可能性があることを予めご了承ください。また、渡航後も受入国の状

況により、ホストスクールの授業がオンラインで実施される場合もあります。

（2）応募資格

以下をすべて満たしていること

1 異文化体験に対する興味と意欲をもち、留学先での生活に心身ともに適応できる資質のあること。カウンセリング又

は投薬治療を受けていた場合、2023年4月1日時点で治療終了後12か月が経過していること（注１）

2 2023年4月時点で、学校教育法が定める日本の高等学校・高等専門学校又は専修学校高等課程の第１、２学年に

在学する人。中学生の場合、2024年4月時点で、学校教育法が定める日本の高等学校・高等専門学校又は専修学

校高等課程の第１学年に在学する予定で、2023年4月の時点で中学校第３学年に在学する人。（注２）（注３）かつ、前

年度と今年度の欠席日数の合計が目安として20日以内であること（注4）

3 2006年（平成18年）4月2日から2009年（平成21年）4月1日までの生まれであること（注5）

4 応募時点で学業成績が中程度以上であること。特に、スイス希望者は学業成績が上位１/4以内であること。アメリカ

希望者は学業成績が上位3/4以内かつELTiSが689点以上であること（注6）

5 在学校の学校長から推薦されること。中学生の場合、応募時点で在学校の学校長から推薦されること。かつ、高校

進学後、進学先の学校長の推薦書を提出すること

6 希望する国の制約条件に抵触しないこと（注7）

（注1） 精神科、心療内科、神経（内）科、小児科、臨床心理士に不登校や対人関係などのこころの問題でカウンセリング又

は投薬治療を受けている最中、又は治療終了後12か月が経過していない場合は、お申込みいただけません。

（注2） 学校教育法が定める日本の学校以外に在籍している場合、条件によって考慮しますので、個別にご相談ください。

（注3） 中等教育学校の場合、「第１学年」は第４学年を、「第２学年」は第５学年を、「第３学年」は第６学年を指します。

（注4） 前年度と今年度の欠席日数の合計は、保健室登校などで登校していても全授業に出席しない日数を含みます。な

お、けがや病気が完治し、留学生活に支障がない場合は考慮します。応募時に理由と現状を記載してください。場

合によっては診断書の提出を求めます。

（注5） 受入国によっては、教育事情により、別途さらなる年齢制限が設定されています。必ず「（３）国別募集一覧（予定）」（

P5〜参照）とあわせてご確認ください。

（注6） 受入国内定後、過去3年分の成績証明書の提出を求めます。AFS国際基準よりも成績が下である場合は、受入国

の審査を通過するとは限りません。在学校からの推薦書や学業誓約書などの書類提出を追加で求める場合もあり

ます。
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（注7） 国別に年齢制限、配属制限、成績基準が定められています。「（３）国別募集一覧（予定）」に加えて、ホームページ

の応募できる国一覧より国名をクリックし、国別ページをよく読んでから応募してください。条件を満たしていない場

合は、受入国での書類審査を通過できません。

【年齢制限】 国の教育制度上の規定や査証の発給要件などにより定められています。

【配属制限】 アレルギーや食事制限などがある場合は、配属先を見つけることが困難な国が増えています。

（3）国別募集一覧（予定）

　募集の有無や定員は応募時までに変更する可能性があります。最新情報はエントリーの上、ご確認ください。また、本

プログラムは、新型コロナウイルス感染症による不測の事態が懸念される中での募集・実施となります。選考試験通過

後も、状況によりプログラムが事前に中止、もしくは延期になる可能性があることを予めご了承ください。

組別 留学先 定員 出発 ― 帰国 年齢制限 B日程 ペット 喫煙 参加費

冬組

2024年

1月～4月

出発予定

アルゼンチン 5 2-3月 1月 2006/04/02 2008/04/01 × ★ ☆ 130万

イタリア 5 1-2月 11月 2006/04/27 2008/04/01 △ ★ ☆ 160万

コスタリカ 8 2月 1月 2007/02/23 2008/04/01 △ ★ 130万

スイス 2 2-3月 1月 2006/04/02 2008/04/01 △ ★ 160万

タイ 3 4月 3月 2006/05/20 2008/04/01 △ ★ ☆ 125万

チリ 3 2月 1月 2006/08/24 2008/04/01 △ ★ ☆ 130万

デンマーク 1 1-2月 12月 2006/04/02 2008/04/01 △ ★ 160万

ドイツ 5 2-3月 1月 2006/04/02 2008/04/01 △ 160万

ニュージーランド 3 1-2月 12月 2006/07/27 2008/01/27 △ ★ 190万

パナマ 3 3月 1月 2006/04/02 2008/04/01 △ 130万

パラグアイ 3 2月 1月 2006/04/02 2008/04/01 △ 130万

ブラジル 3 2月 1月 2006/04/02 2008/04/01 △ 130万

マレーシア 8 3月 1月 2007/03/23 2008/04/01 △ 125万

夏組

2024年

7月～10月

出発予定

アイスランド 2 8月 6月 2006/04/02 2008/12/16 〇 ★ 160万

アメリカ 50 8-9月 6-7月 2006/05/09 2009/03/09 〇 ★ 198万

イタリア 30 9月 7月 2006/12/09 2009/04/01 〇 ★ ☆ 160万

インド 8 7月 5月 2007/01/01 2009/01/01 △ 125万

インドネシア 5 7月 5月 2006/07/14 2008/07/14 △ 125万

エクアドル 3 8月 6月 2006/05/25 2009/02/25 △ ☆ 130万
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夏組

2024年

7月～10月

出発予定

オーストリア 5 9月 6月 2007/03/01 2009/04/01 〇 ★ ☆ 160万

カナダ（フランス語圏） 2 8月 7月 2007/03/25 2009/03/25 〇 ★ 160万

ギリシャ 2 8-9月 6月 2006/10/01 2009/04/01 〇 160万

スイス 6 8-9月 7月 2006/08/18 2009/03/18 〇 ★ 160万

スペイン 3 9月 6月 2007/05/08 2009/04/01 〇 ★ ☆ 160万

タイ 3 7月 5月 2006/08/14 2009/04/01 △ ★ ☆ 125万

チェコ 5 8-9月 6月 2006/04/02 2009/04/01 〇 ★ 160万

中国 5 8月 6月 2007/02/25 2009/02/25 〇 125万

デンマーク 5 8-9月 6-7月 2006/08/04 2009/02/04 〇 ★ 160万

ドイツ 10 9-10月 7月 2006/04/02 2009/03/09 〇 160万

ノルウェー 4 8-9月 6月 2006/04/02 2008/08/18 〇 ★ 160万

ハンガリー 10 8月 7月 2006/04/02 2009/04/01 △ ★ ☆ 160万

フィリピン 10 8月 6月 2006/08/18 2009/04/01 △ 125万

フィンランド 15 8-9月 6月 2006/04/02 2008/12/18 〇 ★ 160万

ブラジル 3 8月 6月 2006/04/02 2009/04/01 △ 130万

フランス 18 9月 7月 2006/12/01 2009/04/01 〇 ☆ 160万

ベルギー（オランダ語圏） 3 8月 7月 2006/04/02 2008/12/25 〇 160万

ベルギー（フランス語圏） 3 8月 7月 2006/04/02 2008/08/25 〇 160万

ポーランド 3 8月 6月 2007/02/25 2009/02/25 △ ★ 160万

ボリビア 3 8月 6月 2006/04/02 2009/02/18 △ 130万

ポルトガル 3 9月 6-7月 2006/09/09 2009/04/01 〇 160万

ホンジュラス 3 8月 7月 2007/02/25 2008/08/25 △ 130万

メキシコ 8 8月 7月 2006/11/25 2009/04/01 △ 130万

ラトビア 3 8月 6月 2006/08/25 2009/02/25 △ ★ 160万

・B日程：〇の国はB日程で応募可。×の国はB日程で応募不可。△の国は定員に達していなければB日程で応募可。定員数は通

年の数です。希望する国によってはA日程で募集枠が埋まり、それ以降の日程で募集がなされない可能性がありますのでご了承く

ださい。B日程以降の募集継続国はホームページの応募できる国をご確認ください。

・ペット：★がある国は、ペットと同居できない方は応募できません。

5

https://www.afs.or.jp/goabroad/year-programs/#afs-nav-%e5%bf%9c%e5%8b%9f%e3%81%a7%e3%81%8d%e3%82%8b%e5%9b%bd


・喫煙：☆がある国は、喫煙者と同居できない方は応募できません。

・スイスは学業成績が上位１/4以内であること、アメリカは学業成績が上位3/4以内であることが求められます。

・国別に制約条件が定められていますので、ホームページの応募できる国一覧より国名をクリックし、国別ページをよく読んでから

応募してください。条件を満たしていない場合は、受入国での書類審査を通過できません。

（4）選考試験の内容と目的について

〇選考試験が変わります

第71期（2024年出発）より、AFSの選考試験が変わります。新型コロナウイルス感染症の拡大を機に、選考試験を課

題作文提出形式（オンライン）としました。居住地や日時を問わず応募いただけた一方で、応募者おひとりおひとりのお話

を聞く場が限られていました。そこで、AFS第71期選考試験では「個人面接」および「グループディスカッション」を行いま

す。また、事前に英語試験「ELTiS」を受験いただきます。なお、「個人面接」「グループディスカッション」「ELTiS」はすべ

てオンラインで行います。また、今年度より他団体で取得したELTiSスコアの利用はできません。

70期（昨年度） 71期（今年度）

試験内容 課題作文

・英語試験（ELTiS）※事前受験

・個人面接（日本語・15分）

・グループディスカッション（日本語・30分）

試験方法 オンライン オンライン

応募期間 試験日程と同様

A日程：2023/4/3(月)~ 5/23(火) 23:59迄

B日程：6/30(金)~7/12(水) 23:59迄

追加日程：8/25(金)~9/6(水) 23:59迄

公募制推薦：10/3(火)~12/10(日) 23:59迄

試験日程
A日程：2022/4/20~5/19

B日程：2022/6/27~7/19

面接試験

A日程：2023/6/4(日)または6/11（日）

B日程：2023/7/23(日)

追加日程：2023/9/18(月・祝)

公募制推薦：応募完了から一週間以内の日時（平日夕

刻）を当協会が指定します。応募者に個別にご案内しま

す。

英語試験（ELTiS）

A日程：2023/5/14(日)または5/28(日)

B日程：2023/7/9(日)または7/16(日)

追加日程：2023/9/3(日)または9/10(日)
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公募制推薦：面接試験と同日（平日夕方開始）を予定し

ています。応募画面より選択してください。英検準2級以

上の資格をお持ちの場合で、アメリカを希望しない場合

は、資格書類の提出で英語試験を免除します。

〇こんな方に留学してほしい

AFS留学の1年間は、滞在する地域社会の一員として新たな家族とともに生活し、学校に通い、地域の活動に積極的

に参加する生活体験の1年です。AFSの留学生は、親元を離れ、未知の文化や未知の人間関係のなかで多くのことを自

分で判断し、行動しなければならない場面をたくさん経験するとともに、異文化の中で一から人間関係を育み、たくさんの

人からのサポートを得ながら問題を解決していく1年を過ごします。よって、異文化体験に対する興味と意欲を持ち、円滑

な人間関係を構築しながら、留学先での生活に適応できる資質があるかどうかを選考試験を通して見させていただきま

す。言い換えれば、応募時点での語学力（英語試験／ELTiS）も大切ですが、「個人面接」と「グループディスカッション」を

重視した選考を行います。

AFSの留学生に求められる資質としては、前述「（２）求める人物像」に加え、より具体的には次のようなものがあります

ので、参考にしてください。

1. 自己認識および自主性

・自分の長所、短所を知っているか

・自主性があるか

・自分なりの考えを持ち、かつそれを表現できるか

2. 挑戦意欲と柔軟性

・様々な教育環境から学べるか

・新しい事に挑戦できるか。失敗しても再度挑戦できるか

・新しい状況の中でも自分なりの役割を見出し、果たしていけるか

・異なった社会構造、価値観に対して理解を示し、適応できそうか

・客観的な見方ができるか。妥協できるか

3. 他者との関係

・問題が生じた時も、自分の殻に閉じ込もることなく、他者と自分の感情を分かち合えるか

・理解を深めるために、他者に助言を求め、受け入れられるか

・他者に対する思いやりを持っているか

（5）応募・選考プロセスと必要書類

必要な手続き 時期・期間
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1 エントリー

●アカウントの作成

●説明動画を視聴

●理解確認クイズに回答

●応募できる国セルフチェック

※アメリカ希望者は後日受験する英語試験で689

点以上のスコアが必要です

※必ず事前に在学校の先生に相談のこと

2023/3/15（水）より随時

コードをクリック、またはスマートフォン等で読み

取ると、応募のステップを確認できます。

▼

2 応募

●基本情報登録

●留学希望国申請

●奨学金申請

●和文推薦書提出 ※公募制推薦のみ

●英語試験日選択／英語資格証明書提出

※公募制推薦で、資格をお持ちの場合のみ

●選考手数料支払い（33,000円）

A日程：

2023/4/3(月)~5/23(火)23:59

B日程：

2023/6/30(金)~7/12(水)23:59

追加日程：

2023/8/25(金)~9/6(水) 23:59迄

公募制推薦：

2023/10/3(火)~12/10(日) 23:59迄

▼

3 英語試験（ELTiS

）

試験日程を選び、自宅等からオンラインで

一回受験します。　

A日程：

2023/5/14(日)または5/28(日)

B日程：

2023/7/9(日)または7/16(日)

追加日程：

2023/9/3(日)または9/10(日)

公募制推薦：

平日夕方開始を予定しています。応募画面

より選択してください。英検準2級以上の資格をお

持ちの場合で、アメリカを希望しない場合は、資格書

類の提出で英語試験を免除します。

▼

8



4 希望国拡大申請

（希望国変更）

応募時に選択した留学希望国や希望順

位を変更する場合は、この期間に申請

します。

※応募書類提出時に「アメリカ」を希望して

も、英語試験で689点以上のスコアを取得

していない場合は、無効となります。他の希

望国追加を検討してください。

A日程：

2023/5/31(水)10:00~6/2(金)正午

B日程：

2023/7/19(水)10:00~7/21(金)正午

追加日程：

2023/9/13(水)10:00~9/15(金)正午

公募制推薦：

なし　希望国拡大申請の手続きは不要です

▼

5 面接試験

個人面接およびグループディスカッションを

受験します。自宅等でオンラインで受験しま

す。

A日程：

2023/6/4（日）または6/11（日）

B日程：

2023/7/23（日）

追加日程：

2023/9/18(月・祝)

公募制推薦：

応募完了から一週間以内の日時（平日夕刻）

を当協会が指定します。応募者に個別にご案

内します。

▼

6 合否結果受領 受入国と奨学金結果を受領

選考試験の約2週間後に、受入国と奨学金

受給有無の結果をお知らせします。

追加日程：

2023/9/20（水）午後2時

公募制推薦：

試験後1週間以内に、合否結果をお知らせし

ます。

▼
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7 本申込み

●参加規程等へオンライン署名

●在学校の和文推薦書提出（巻末付録）

※公募制推薦は応募時に提出済みのため不要

●プログラム参加費一次納入金支払い（

300,000円）

A日程：

2023/6/30(金) 2023/7/7（金）

※面接試験日程が追加となりましたため、予定

が変更となりました

B日程：

2023/8/18(金)

追加日程：

2023/10/4(水)

公募制推薦：

合否結果を受領し、1週間後

各ステップの詳細は以下よりご覧ください。

●①エントリー

· エントリーは、応募に進むための必須プロセスですが、費用は発生しません。

· ホームページ（年間留学プログラムページ）にエントリー用URLを掲載します。そちらからアクセスして、アカウントを

作成してください。

· AFSプログラムの特徴やプログラムの流れを説明動画でご覧ください。その後、理解確認のためのクイズに回答い

ただきます。

· 誕生日などを入力いただくことで、応募可能な国のセルフチェックができます。なお、アメリカへの応募を希望する場

合は、後日受験する英語試験（ELTiS）で689点以上のスコアが必要です。

· エントリーにあたっては、必ず事前に在学校の先生にご相談ください。学校によっては留学や応募について内規が

設けられている場合があります。

●②応募

· 応募期間になったら、エントリー時に作成したアカウントにログインをして、応募してください。応募画面のURLはエ

ントリー完了者にお知らせします。

· 入力する情報は以下の通りです。

●基本情報登録

●応募条件申告（在学校の先生に確認いただく項目が含まれます）

●留学希望国申請

●奨学金申請

●和文推薦書提出 ※公募制推薦のみ。書式は本書巻末に掲載しています。
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●英語試験日選択／英語資格証明書類提出 ※公募制推薦で英検準2級以上の資格をお持ちの場合で、アメリカを希

望しない場合は、資格書類の提出で英語試験を免除します。

●選考手数料支払い（33,000円）

選考手数料（33,000円）は応募画面内にて、クレジットカードでお支払いください。クレジットカードでの支払いが難し

い場合はお早めにご相談ください。期日直前ですとご希望に沿えない可能性がございます。お問い合わせ先：

info@afs.or.jp

· 奨学金を希望する場合は、各奨学金で必要な情報を入力のうえ申請してください（P15～参照）

· 希望する国によっては、A日程で募集枠が埋まり、それ以降の日程で募集がなされない可能性がありますのでご了

承ください。

●③英語試験（ELTiS）

· 全員必須の英語試験です。英語力判定テストELTiS（エルティス）を用います。ただし、英検準2級以上の資格をお

持ちの場合で、留学先国としてアメリカを希望しない場合は、資格書類の提出で英語試験を免除します。

· 応募時に選択した試験日と時間で受験します。試験時間は約120分（注意事項やインストラクションの説明時間等

を含む）です。

· 自然災害や当協会側の責による通信障害等で、受験に支障が生じた場合については、何らかの救済措置を行いま

すので、速やかにご連絡ください。その場合、別の時間で再度受験いただく場合がありますので終日ご予定くださ

い。

· その他、個人の機器トラブルや通信環境の不備により受験に支障が生じた場合については、恐れ入りますが、個別

の確認ができないため、救済措置はございません。

· 実施方法はオンラインで、ご自宅等からPCなどを使って受験いただけます。受験方法の詳細は応募後にご案内し

ます。

· アメリカを留学希望国として選択するには689点（満点800点・約8割）以上の取得が必須条件です。

· 各試験日程につき受験が必要です。そのため、A日程とB日程の両日程でご応募いただく場合でも、それぞれ一回

ずつ英語試験を受験いただきます。

●④希望国拡大申請（希望国変更）※公募制推薦は手続き不要

・英語試験の結果を受領後、留学希望国を再考できます。英語試験で689点以上のスコアを取得していない場合は、アメ

リカの希望は無効となります。

・応募時に選択した留学希望国や希望順位を変更する場合は、ご自身のアカウントにログインをして、「希望国拡大申

請」画面で操作を行ってください。必ず保存ボタンをクリックし、変更履歴をご確認ください。

・期間内であれば、希望国・希望順位の変更回数に上限はありません。ただし、最終的に保存された希望情報を希望国

として扱いますのでご注意ください。

・期日後はいかなるご要望にもお応えできませんのでご了承ください。
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●⑤面接試験

・決められた日時で個人面接およびグループディスカッションを受験します。※公募制推薦は個人面接のみ

・実施方法はオンラインで、ご自宅等からPCなどを使って受験いただきます。

＜試験内容＞

①個人面接（日本語・20分）

②グループディスカッション（日本語・30分）

・試験時間は9-17時の間で当協会より指定されますので、終日ご予定ください。自己都合による試験時間の変更はでき

ません。

・奨学金申請者は、応募時に提出いただいた課題作文「今、関心がある世界の課題とそれについてのあなたの考え」に

関して、個人面接の時間に質問します。

●⑥応募結果受領

· 面接試験の約2週間後に応募結果を通知します。公募制推薦は約1週間以内に通知します。その際に受入国と奨

学金受給有無（申請者のみ）が決定します。受入国による審査（受入国審査）は別に行われます。

· 不合格となった場合は、別の日程の実施がある場合には、再応募が可能です。その場合、応募（選考手数料の支

払いを含む）から面接試験まで、同様に一通り改めてご対応いただきます。

· 国の決まり方：

応募時に希望順位をつけた国は全て希望国と判断します。申告した希望留学先のなかで、選考の総合成績に基

づいて内定国が決められます。第１希望国に内定しない場合は、全受験者の第１希望国への配属終了後に定員に

達していない国に対して第２希望国への配属を行います。第２希望国で内定しない場合は、第２希望国への配属終

了後に定員に達していない国に対して第3希望国への配属を行います。応募時に順位をつけた国の数だけ、この作

業が繰り返されます。そのため、希望国が多いほど、内定の可能性が高くなります。選ぶ国の数に制限はありませ

んが、希望しない国には順位をつけないようにしてください。受入国確保後の国の変更はできません。

· 例）受験者を5名、カナダの定員を１名、インドの定員を2名とした場合

総合成績 応募者 第1希望国 第２希望国 第３希望国 第４希望国

1位 Aさん カナダ フィンランド アメリカ インドネシア

2位 Bさん カナダ

3位 Cさん カナダ インド イタリア

4位 Dさん インド デンマーク

5位 Eさん インド タイ ドイツ 中国
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選考の総合成績順に基づき第1希望国から配属しますので、まずAさんがカナダに内定します。Bさんは成績は第2

位ですが、定員1名のカナダが既に埋まってしまっており、他に希望している国がないので、受入国なし（不合格）と

なります。DさんとEさんは第1希望のインドに内定しますが、定員2名のインドはここで配属が完了となりますので、

Cさんは第3希望のイタリアに内定することになります。

· 奨学金の種類によっては、本申込み期限後のお知らせとなります。（P15～参照）

●⑦本申込み

· 本格的な留学準備を進めるために、期日までに本申込みをしていただきます。

●参加規程等へのオンライン署名

●在学校による和文推薦書提出（書式は巻末を参照のこと）※公募制推薦は応募時に提出済みのため不要

●一次金の支払い（300,000円）

· 和文推薦書の書式は巻末に添付してありますのでご利用ください。支払い方法、期限などの詳細は、対象者にお知

らせします。

· 本申込み後の通知をもって、一次合格となります。次のステップで作成する英文書類をもって、受入国による審査が

開始されます。

●留学内定後の主な準備

◆英文書類の作成◆

受入国審査のために、英文で書類を準備していただきます。自身の魅力が伝わる日常写真の収集や、ホストファミリー

への英文の手紙の作成、かかりつけ医による英文健康診断書作成や在学校の先生による過去3年分の英文成績証明

書の提出などが含まれます。計画的に準備して、必ず期日までに提出してください。書類が揃っていることを確認したら

受入国に送り、審査が始まります。

◆自主学習◆

AFS国際基準では学業成績が中程度以上であることが求められます。応募後も学校で中程度以上の成績を維持でき

るよう努力し、留学先で使用する言語の基礎学習も進めてください。英語力は出発までに英検準2級レベルを推奨しま

す。

◆家庭訪問◆

選考を通過した皆さんのお宅には、AFSのボランティアスタッフが訪問します。この家庭訪問は、AFSのプログラムにお

いては大変重要なプロセスとなりますのでご協力をよろしくお願いします。

AFSプログラムでは、配属家庭を受入国のAFSが決定します。双方の性格、趣味、家庭環境などを考慮したうえで、慎

重にAFS留学生とホストファミリーの組み合わせを行います。そのために、実際に皆さんが日本の家族とどのように過ご

し、どのような環境で生活をしてきたかということを、ご本人とご家族の皆さんにお伺いして、受入国と情報共有します。
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◆オリエンテーション＆オンライン異文化学習◆

オリエンテーションはオンラインまたは対面で実施します。目的を同じくする仲間たちとのディスカッションを通じて、留学

生としての心構えをつくっていくことを目的としています。異文化体験を学びに深めていくための重要なプロセスで、AFS

プログラムの一環ですので、必ず全員に参加していただきます。欠席すると内定取消の対象となりますのでご注意くださ

い。会場は応募日程と居住地によって指定され、個人による変更・遅刻・早退はできません。出発前には第2回オリエン

テーションが開催されます。冬組は2023年11月頃、夏組は2024年6月頃に実施予定です。

【オリエンテーションスケジュール】

東京会場：2023/9/9(土)-9/11(月)

2023/11/23(木)-11/25(土)　※夏組

2023/11/23(木)-11/26(日)　※冬組

※公募制推薦で応募される場合で11/14までにご応募いただいた方は、合格された場合11月の日程で参加していただき

ますのでご予定ください。

大阪会場：2023/8/26(土)‐8/28(月)

愛知会場：2023/9/2(土)-9/4(月)

また、全世界のAFS共通のオンライン異文化学習プログラム「Student Learning Journey 2.0」にも取り組んでいただき

ます。自分のペースで進める動画学習と、同じ時期にプログラムに参加する各国のAFS留学生と意見交換するライブ

セッションという構成になっています。全編英語で実施されます。

◆配属・出発◆

一次合格後に行われる受入国での審査を通過すると、受入国では配属先（ホストファミリー・ホストスクール）探しに入り

ます。AFS生と配属先の双方が有意義な体験を送ることができるように、受入国は慎重に組み合わせを考えていきま

す。配属先は受入国が決定し、応募者が希望を出したり選んだりすることはできません。配属は大変時間のかかる作業

ですので、決定時期には個人差があり、お知らせが出発直前になる場合がありますのでご了承ください。近年、ホスト

ファミリーの形は多岐にわたっていて、ひとり親家庭や子供のいない家庭、同性カップルなどへの配属も一般的になって

います。ファミリーの一員がLGBTQ+であることも珍しくありません。ホストスクールは、現地到着後の決定となる場合が

あります。

　出発日時・便は指定されます（成田もしくは羽田空港を予定）。配属作業の遅れや査証・政情不安等の問題で、出発間

際に出発日の変更やプログラムの中止または他国への振替をお知らせする場合があります。出発時期による留学期間

の延長はありません。また、出発日がはじめから複数回に分かれる場合もあります。（近年出発が複数回に分かれた国：

アメリカ、カナダ、チェコ、デンマーク、ドイツ、ハンガリー、フィンランド、フランス等）

（6）費用・奨学金について

内容 金額 支払い時期
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選考手数料 33,000円 応募時

プログラム

参加費

アジア 1,250,000円

●一次金（300,000円）：本申込み時

●二次金（残金）：受入国審査通過時

目安として冬組は10〜12月ごろ、夏組は1月〜5月ごろ。納入

期日は別途お知らせします。

ヨーロッパ・カナダ 1,600,000円

アメリカ 1,980,000円

ニュージーランド 1,900,000円

中南米 1,300,000円

※プログラム参加費はプログラムの準備段階で実際に発生した経費及び予想される経費の財務分析に基づき定められています。

AFSに責任のない事由で増加した経費をAFSが支払わねばならない場合、AFSはプログラム参加費を増額する可能性がありま

す。詳しくは巻末の参加規程をご確認ください。

①プログラム参加費に含まれるもの

● 日本から受入国までの往復航空運賃（現地国内線を含む）

● AFSが加入する団体保険

● 出発前・滞在中・帰国後オリエンテーション参加費

● ホストスクール通学交通費

● 出発前・滞在中のサポート経費、連絡諸経費

● AFSが企画する参加必須の行事やカウンセリングに関わる経費

● プログラム運営・管理費

● AFS国際本部経費

役務提供が日本国内で行われる業務（派遣国経費）には消費税が含まれます。

②プログラム参加費に含まれないもの

受入国や配属先、為替の変動などにより異なります。

ホームステイ滞在費用（ホストファミリーはすべてボランティアであり、留学生を家族の一員として無償で受

け入れ、日常の食事・生活費を負担します）

ホストスクール授業料（交換留学生として特別待遇で受け入れられますが例外もあります）

空港税、国際観光旅客税、燃油サーチャージ及び出国手続き諸費用（当協会指定の代理店による） 30,000～80,000円程度
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査証申請料・取得関連費用（指定された大使館までの交通費、指定病院での健康診断作成費用）など※1 50,000〜180,000円程度

予防接種など、受入国からの連絡により必要となる諸費用　※2 3,000〜100,000円程度

オリエンテーション会場と自宅間の移動・前泊の費用

当協会が指定する集合・解散場所（成田又は羽田空港を予定）と自宅間の移動・前泊の費用

海外旅行傷害保険、加入費用（任意加入）　※3 130,000〜250,000円程度

留学中の歯科治療費、眼鏡（コンタクトレンズ）代金、直近の既往症及び現症の傷害・疾病継続治療費、健

康診断料、視力検査料、予防接種代金、予防薬代金、美容外科費用など保険でカバーされない費用

留学中の小遣い（受入国により持参指定金額が異なります） 800〜2,500米ドル程度／年

受入国AFS主催の任意参加旅行費用（受入国により異なります）

受入国AFSが出発前に指定する学校費用（教科書代、検定試験受験料、制服代、スクールチェンジに伴う

学校費用などが必要となる場合があります）

新型コロナウイルス感染症の影響により、出入国時および搭乗後に発生する諸費用（航空機搭乗前の

PCR検査費用および陰性証明書発行手数料、隔離生活に伴う施設・食事・移動費等の費用など）

200～2,000米ドル程度

One AFS 寄附 15,000円～

※１　出国手続き及び査証申請は、当協会指定の旅行代理店が手配します。申請方法・申請料などは受入国や為替の変動によって異なりま

す。また、燃油サーチャージは出発時期や留学先により大きく異なります。空港税は日本と受入国の利用空港でかかります。国籍や家族構成

によっては、追加費用が発生する場合があります。

※2　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、留学生の受け入れにあたり、世界各国でホストファミリーやホストスクールがコロナワクチンの

接種を求めており、必須の条件としている国がほとんどです。詳細はホームページの応募できる国一覧より国名をクリックし、各国別ページを

お読みください。※2023年2月時点

※3　任意保険にはなるべくご加入いただくことをお勧めいたします。査証取得のため任意保険加入が必須の国もあります（2022年参考情報：

アルゼンチン・イタリア・スペイン・ハンガリー・フランス・ポルトガル・ラトビア）。

③奨学金

本プログラムの参加にあたって申請できる奨学金です。

奨学金の受給者（奨学生）には、以下のような人を求めています。

・奨学生であるという自覚を持ち、他の生徒の模範となるような言動ができる

・留学前・留学中はもちろん、帰国後も、向上心と意欲を持って学び続けられる

・奨学金の支給者や支援者への感謝の気持ちを常に持ち続ける

〇 奨学金の応募方法
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● 応募画面への直接入力、および必要書類をアップロードする形で提出いただきます。希望される方は、応募と同

時に申請してください。奨学金申請の応募資格、必要書類、作文のテーマや文字数は以下の各奨学金欄でご

確認ください。

● 応募時に、所得を証明する書類として、「源泉徴収票」あるいは「確定申告書」、もしくは「所得（課税）証明書」の

写しのアップロードが必要です。所得を証明する書類を提出しないと、奨学金およびプログラム参加申込みが完

了できません。そのため、必ず応募までに書類をご準備ください。書類不備のために申込み期日を過ぎてしまっ

た等のお問い合わせは受け付けいたしかねますので、予めご了承ください。

● ホームページの奨学金に関するよくある質問もご一読ください。

◆ AFS平和の鳩プロジェクト

支給法人・団体 公益財団法人AFS日本協会

趣旨 留学先での異文化体験を通して国際理解を深めることができる教育的機会を提供するAFS

年間派遣プログラムを支援する奨学金制度。「一生を変える体験だった、AFSでの留学を次

の世代にも経験してほしい」と、AFSでアメリカに留学した帰国生の遺志と寄付により設立さ

れた奨学金です

応募資格 経済的に本奨学金がなければ留学が困難な者

※奨学生採用後、AFS広報活動に積極的に協力できる方に限ります

※冬組希望の場合は応募できません

支給内容 派遣先国に応じたAFSプログラム参加費の全額、および参加費以外の経費に充てるための

留学準備金30万円を支給

募集人数 10名程度

選考方法 書類および英語・面接試験（応募と同時に申し込んでください）

①家族状況通知書（保護者記入）

②課題作文１「今、関心がある世界の課題とそれについてのあなたの考え」（800字以内）

③課題作文２「平和の鳩プロジェクト奨学生として積極的に実施したい活動」（800字以内）

AFSの選考結果と奨学金申請書類に基づき審査し、AFS日本協会が結果を通知します

奨学生の義務 ①「奨学金支給条件同意書」（AFS規定書類）の提出

②奨学金授与式、及び帰国報告会への出席

③留学中・帰国後の計２回、留学体験レポートの提出

④留学体験レポートの提出などを通じて広報活動に参画
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奨学金の併願・併給 「三菱商事高校生海外留学奨学金」との併願はできません

その他の奨学金とは併願できますが、併給はできません

問い合わせ先 公益財団法人AFS日本協会 奨学金担当　info@afs.or.jp

◆ 三菱商事高校生海外留学奨学金

支給法人・団体 三菱商事株式会社

趣旨 次世代のグローバル人材育成を目的として、経済的な困難を抱える高校生の留学機会を後

押しするもの

応募資格 学業、人物とも優秀で、国際相互理解、異文化体験に意欲があり、経済的に本奨学金がな

ければ留学が困難な者

支給内容 派遣先国に応じたAFSプログラム参加費の全額を支給

参加費以外の経費（選考手数料、パスポート・査証取得費、国内交通費など）はすべて個人

負担とする

募集人数 最大70名

選考方法 書類および英語・面接試験（応募と同時に申し込んでください）

①家族状況通知書（保護者記入）

②課題作文１「今、関心がある世界の課題とそれについてのあなたの考え」（800字以内）

③課題作文２「三菱商事に関して調べ、どう理解し、どう考えたか」（400字以内）

参考資料：

三菱商事 (mitsubishicorp.com)

統合報告書/アニュアルレポート | 三菱商事 (mitsubishicorp.com)

AFSの選考結果と奨学金申請書類に基づき審査し、AFS日本協会が結果を通知します

奨学生の義務 ①「奨学金支給条件同意書」（AFS規定書類）の提出

②奨学金授与式、及び帰国報告会への出席

③留学中・帰国後の計２回、留学体験レポートの提出

④留学体験レポートの提出などを通じて広報活動に参画

奨学金の併願・併給 「AFS平和の鳩プロジェクト」との併願はできません

その他の奨学金とは併願できますが、併給はできません
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問い合わせ先 公益財団法人AFS日本協会 奨学金担当　info@afs.or.jp

◆ JBS海外留学奨学金

支給法人・団体 日本ビジネスシステムズ株式会社（JBS）

趣旨 グローバルな視野をもって新たな価値を生み出す青少年の育成を目指し、全額奨学金で

AFS年間派遣プログラムの参加を支援するもの

応募資格 多様な文化との対話ができるグローバルなコミュニケーション能力を培い、将来デジタルの

分野で社会に貢献したいと考えている者

IT系国家資格またはマイクロソフト社の資格を取得していること。（応募時に資格証明書を提

出いただきます。）

支給内容 派遣先国に応じたAFSプログラム参加費の全額を支給する。

参加費以外の経費（選考手数料、パスポート・査証取得費、国内交通費など）はすべて個人

負担とする

募集人数 3名

選考方法 書類および英語・面接試験（応募と同時に申し込んでください）

①家族状況通知書（保護者記入）

②課題作文１「今、関心がある世界の課題とそれについてのあなたの考え」（800字以内）

③課題作文２「JBSの特徴や事業内容を調べ、どんなところに興味を持ったかをまとめる」（

400～800字程度）

AFSの選考結果と奨学金申請書類に基づき審査し、AFS日本協会が結果を通知します

奨学生の義務 ①「奨学金支給条件同意書」（AFS規定書類）の提出

②奨学金授与式、及び帰国報告会への出席

（いずれもJBS本社、東京にて開催）

③留学中・帰国後の計２回、留学体験レポートの提出

④留学体験レポートの提出などを通じて広報活動に参画

奨学金の併願・併給 その他の奨学金とは併願できますが、併給はできません

問い合わせ先 公益財団法人AFS日本協会 奨学金担当　info@afs.or.jp
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◆ AFSボランティア奨学金

支給法人・団体 公益財団法人AFS日本協会

趣旨 国際相互理解、異文化体験に興味と意欲があり、成績が優秀で、経済的必要度の高いAFS

留学生を助成することを目的とする。一人でも多くの若者に留学の機会を提供したいと考え

る多くの方々からのご寄付によって成り立っている奨学金です

応募資格 保護者の給与等の年間収入金額の合計額が800万円以下である者

支給内容 AFSプログラム参加費の一部として50万円を支給

募集人数 5名

選考方法 書類および英語・面接試験（応募と同時に申し込んでください）

①家族状況通知書（保護者記入）

②課題作文「今、関心がある世界の課題とそれについてのあなたの考え」（800字以内）

AFSの選考結果と、奨学金申請書類に基づき、審査します

奨学生の義務 ①「奨学金支給条件同意書」（AFS規定書類）の提出

②奨学金授与式、及び帰国報告会への出席

③留学中・帰国後の計２回、留学体験レポートの提出

④留学体験レポートの提出などを通じて広報活動に参画

奨学金の併願・併給 他奨学金との併願はできますが、AFSで受け付けている奨学金の併給はできません。

問い合わせ先 公益財団法人AFS日本協会 奨学金担当 info@afs.or.jp

◆ オデッセイIT奨学金

支給法人・団体 株式会社 オデッセイ コミュニケーションズ

趣旨 （株）オデッセイ コミュニケーションズは、コンピューターやインターネットを使いこなすための

知識とスキルを測るIT資格の試験の実施・運営を事業としている本奨学金は、株式会社 オ

デッセイコミュニケーションズの社会貢献活動の一環として、AFS年間派遣プログラムを通じ

て海外の高校に日本の高校生を派遣することにより、青少年の国際相互理解と国際友好を
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促進し、ITスキルと国際コミュニケーション能力を併せ持つ人材の育成と、社会のリーダーの

育成を図ることを目的とする

応募資格 次のすべての条件を満たしている者：

①（ 株）オデッセイ コミュニケーションズが実施するIT資格のうち、マイクロソフト オフィス ス

ペシャリスト（MOS）、マイクロソフト テクノロジー アソシエイト（MTA）、IC3（アイシース

リー）、 VBAエキスパート、アドビ認定アソシエイト（ACA）のいずれかの資格を取得、又は、

IT分野における国家資格の取得のいずれかによってITスキルを証明できる書類を提出でき

ること

② 学業、人物ともに優秀であり、奨学金申請時に過去３年間の成績証明書又は通知表のコ

ピーを提出できること

③経済的必要度が高く、保護者の給与等の年間収入金額の合計額が400万円以下である

こと

④国際相互理解、異文化体験に興味と意欲があること

⑤健康で、留学先でのホームステイ及び学校での学習に適応できること

支給内容 AFSプログラム参加費の一部として50万円を支給

募集人数 1名

選考方法 書類審査及びオデッセイコミュニケーションズによる面接審査

①家族状況通知書（保護者記入）

②課題作文「今、関心がある世界の課題とそれについてのあなたの考え」（800字以内）

（株）オデッセイ コミュニケーションズが受給者を決定し、AFS日本協会が結果を通知します（

2023年11月頃予定）

奨学生の義務 ①「奨学金支給条件同意書」（AFS規定書類）の提出

② 出発前に（株）オデッセイ コミュニケーションズを表敬訪問し、帰国後は将来に亘って近況

を報告する

③留学中・帰国後の計2回、留学体験レポートをAFS日本協会に提出する

④留学体験レポートの提出などを通じて広報活動に参画する

奨学金の併願・併給 他奨学金との併願はできますが、AFSで受け付けている奨学金の併給はできません。

備考 ・「IT分野における国家資格」に関する詳細情報は、独立行政法人 情報処理推進機構（IPA

）公式サイトの掲載内容を確認のこと。

・過去の奨学生は、Microsoft Office Specialist、IC3のいずれかを取得しています
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問い合わせ先 〇奨学金に関する問い合わせ先：

公益財団法人AFS日本協会 奨学金担当　info@afs.or.jp

〇（株）オデッセイ コミュニケーションズが実施する「IT資格」に関する問い合わせ先：

株式会社 オデッセイ コミュニケーションズ カスタマーサービスmail@odyssey-com.co.jp

◆ AFSどさんこ奨学金

支給法人・団体 公益財団法人AFS日本協会

趣旨 北海道を愛し応援する個人と企業の支援により設立された奨学金。AFS年間派遣プログラ

ムを通じて北海道の高校生を海外に派遣することにより、青少年の国際相互理解と国際友

好を促進し、未来の北海道と日本を担う人材を育成することを目的とする

応募資格 北海道内に在住、又は北海道内の高等学校・高等専門学校・専修学校高等課程在学者で、

保護者の給与等の年間収入金額の合計額が800万円以下の者

支給内容 AFSプログラム参加費の一部として50万円を支給

募集人数 2名

選考方法 書類および英語・面接試験（応募と同時に申し込んでください）

①家族状況通知書（保護者記入）

②課題作文「今、関心がある世界の課題とそれについてのあなたの考え」（800字以内）

AFSの選考結果と、奨学金申請書類に基づき、審査します

奨学生の義務 ①「奨学金支給条件同意書」（AFS規定書類）の提出

②交流会など当協会が企画するイベントに出席する

③留学中・帰国後の計2回、留学体験レポートをAFS日本協会に提出する

④留学体験レポートの提出などを通じて広報活動に参画する

奨学金の併願・併給 他奨学金との併願はできますが、AFSで受け付けている奨学金の併給はできません。

問い合わせ先 公益財団法人AFS日本協会 奨学金担当　info@afs.or.jp

◆ AFS山形ふるさと奨学金（山形いぐべ奨学金）
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支給法人・団体 公益財団法人AFS日本協会

趣旨 山形に生きる若者に経済的な支援を提供しプログラム参加をサポートすることで、山形県の

青少年が公正で平和な世界の実現に必要な知識・能力・理解力を育み、自ら行動して前向き

な変化をもたらす人材になることを目的とする

応募資格 留学時、山形県内の高等学校・高等専門学校・専修学校高等過程在学となる者で、経済的

必要度の高い者（保護者の給与等の年間収入金額の合計額が800万円以下を原則とする）

支給内容 AFSプログラム参加費の一部として50万円を支給

募集人数 2名

選考方法 書類および英語・面接試験（応募と同時に申し込んでください）

①家族状況通知書（保護者記入）

②課題作文「今、関心がある世界の課題とそれについてのあなたの考え」（800字以内）

AFSの選考結果と、奨学金申請書類に基づき、審査します

奨学生の義務 ①「奨学金支給条件同意書」（AFS規定書類）の提出

②留学中・帰国後の計２回、留学体験レポートをAFS日本協会に提出する

③留学体験レポートの提出などを通じて広報活動に参画する

④出身校でAFSプログラム体験報告会実施と講演を行う

⑤奨学生「帰国報告会」での講演を行う

奨学金の併願・併給 他奨学金との併願はできますが、AFSで受け付けている奨学金の併給はできません。

問い合わせ先 公益財団法人AFS日本協会 奨学金担当　info@afs.or.jp

◆（公財）新潟市国際交流協会　高校生留学奨学金

支給法人・団体 公益財団法人新潟市国際交流協会

趣旨 次代を担う高校生に、海外で１年間ホームステイをしながら地元の高校に通い、家族やクラ

スメイト、地域の人々との交流を通じて、その国の文化や生活に触れ、相互理解と多文化共

生への理解を深めてもらうことを目的とする
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応募資格 保護者が新潟市内に住所を有している又は新潟市内の高等学校・高等専門学校・専修学校

高等課程及び中学校に在学している者。外国において、中学校以上の教育（日本人学校を

含む）を１年以上受けたことがない者に限る

支給内容 AFSプログラム参加費の一部として70万円を支給

募集人数 若干名

選考方法 書類および英語・面接試験（応募と同時に申し込んでください）

①家族状況通知書（保護者記入）

②課題作文「今、関心がある世界の課題とそれについてのあなたの考え」（800字以内）

（公財）新潟市国際交流協会が受給者を決定し、本人に通知します（2023年11月頃予定）

奨学生の義務 ①奨学生証授与式

②出発前、帰国後挨拶

③留学体験談の提出と発表

④（公財）新潟市国際交流協会が主催するイベントへの参加（年２～３回程度）

⑤AFS新潟支部の行事参加などを通じて広報活動への参画

奨学金の併願・併給 他奨学金との併願・併給可。ただし併給の場合は減額あり

問い合わせ先 〇奨学金応募に関する問い合わせ先：

公益財団法人AFS日本協会 奨学金担当　info@afs.or.jp

〇奨学金内容に関するお問い合わせ先：

公益財団法人新潟市国際交流協会　℡ 025-225-2727　kyokai@nief.or.jp

◆ 赤羽恒雄博士記念ながの奨学金　　

支給法人・団体 公益財団法人AFS日本協会

趣旨 長野県からAFS第14期生としてアメリカに留学し国際政治学の分野で活躍された赤羽恒雄

氏の志を後世に伝えたいと願うご遺族の支援により設立。長野県の高等学校に在籍しAFS

年間派遣プログラムに参加する生徒を支援することを目的とする。

応募資格 長野県の高等学校に在籍する生徒

支給内容 AFSプログラム参加費の一部として100万円を支給
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募集人数 1名

選考方法 書類および英語・面接試験（応募と同時に申し込んでください）

①家族状況通知書（保護者記入）

②課題作文「今、関心がある世界の課題とそれについてのあなたの考え」（800字以内）

AFSの選考結果と奨学金申請書類に基づき審査します。

奨学生の義務 ①「奨学金支給条件同意書」（AFS規定書類）の提出

②奨学金授与式、及び帰国報告会への出席

③留学中・帰国後の計２回、留学体験レポートの提出

④留学体験レポートの提出などを通じて広報活動に参画

奨学金の併願・併給 他奨学金との併願はできますが、AFSで受け付けている奨学金の併給はできません。

問い合わせ先 公益財団法人AFS日本協会 奨学金担当　info@afs.or.jp

◆ 田口福寿会ＡＦＳ留学生奨学金

支給法人・団体 公益財団法人田口福寿会

趣旨 1985年に田口福寿会の支援により設立された奨学金。岐阜県の青少年を海外に派遣する

ことにより、国際相互理解と友好を促進し、未来の岐阜県と日本を担う人材を育成することを

目的とする

応募資格 岐阜県在住（寮滞在は除く）かつ県下の高等学校・高等専門学校・専修学校高等課程及び

中学校在学者で、次のすべての条件を満たしている者

①学業、人物ともに優秀であること

②国際相互理解、異文化体験に興味と意欲があること

③健康で、留学先でのホームステイ及び学校での学習に適応できること

支給内容 AFSプログラム参加費の一部として50万円を支給

募集人数 10名以内

選考方法 書類審査及び、田口福寿会による面接審査（9月を予定）
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①家族状況通知書（保護者記入）

②課題作文「今、関心がある世界の課題とそれについてのあなたの考え」（800字以内）

AFSの選考結果と面接審査の総合評価に基づき、岐阜県教育委員会が田口福寿会に推

薦、田口福寿会が受給者を決定します

結果はAFS日本協会より本人宛に通知します（2023年11月頃予定）

奨学生の義務 ①「奨学金支給条件同意書」（AFS規定書類）の提出

②履歴書の提出

③奨学金授与式への出席

④留学中・帰国後の計２回、留学体験レポートの提出

奨学金の併願・併給 他奨学金との併願はできますが、AFSで受け付けている奨学金の併給はできません。

問い合わせ先 公益財団法人AFS日本協会 奨学金担当　info@afs.or.jp

◆ 東海東京財団留学奨学金

支給法人・団体 一般財団法人東海東京財団

趣旨 一般財団法人東海東京財団が出資している奨学金。AFS年間派遣プログラムを通じて愛知

県下の高校生の海外留学を経済的に支援することにより、異文化に対する理解を深める機

会を提供し、地域の将来を担う人材やグローバルに活躍できる人材の育成を目的とする

応募資格 愛知県内に在住、又は愛知県内の高等学校・高等専門学校・専修学校高等過程在学者で、

保護者の給与等の年間収入金額の合計額が1,000万円以下である者

支給内容 AFSプログラム参加費の一部として、派遣先別に以下の額を支給

・アジア、中南米　100万円

・ヨーロッパ、カナダ　120万円

・アメリカ、ニュージーランド　150万円

募集人数 最大5名

選考方法 書類および英語・面接試験（応募と同時に申し込んでください）

①家族状況通知書（保護者記入）

②課題作文「今、関心がある世界の課題とそれについてのあなたの考え」（800字以内）
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奨学金の受給者は、AFSから東海東京財団に推薦、協議の上、決定。結果はAFS日本協会

より本人宛に通知します（2023年12月予定）

奨学生の義務 ①「奨学金支給条件同意書」（AFS規定書類）の提出

②奨学生証授与式（留学前）、及び帰国報告会への出席

③留学中・帰国後の計２回、留学体験レポートの提出

④留学体験レポートの提出などを通じて広報活動に参画

奨学金の併願・併給 他奨学金との併願はできますが、AFSで受け付けている奨学金の併給はできません。

問い合わせ先 公益財団法人AFS日本協会 奨学金担当　info@afs.or.jp

ご参考

AFS派遣プログラムが対象となる奨学金をご案内します。以下の奨学金への応募を希望する方は、応募方法、締切日、

他奨学金との併願可否などを、各奨学金支給法人・団体に直接お問い合わせの上、お申込みください。

支給法人・団体／奨学金名 支給額 応募資格 人数 問い合わせ先

埼玉県／

「埼玉発世界行き」奨学金＊
50万円

以下のいずれかに該当する者

ア 埼玉県内の高等学校に在籍する

者

イ 埼玉県外の高等学校に在籍し１年

以上継続して埼玉県に住所を有する

者

※その他詳しい応募資格は、当奨学

金ホームページからご確認ください

30名

埼玉県国際交流協会　グローバル

人材育成センター

TEL 048-833-2995

横浜市＊ 40万円

横浜市に在住又は横浜市内の高校

に在籍する高校生（※その他条件あ

り）

10～20名

程度

横浜市国際局国際政策部政策総務

課

TEL 045-671-4700

FAX 045-664-7145

Email ki-somu@city.yokohama.jp

公財）長岡市米百俵財団＊

プログラム

参加費の半

額に相当す

る金額

1. 奨学金の申込時点において新

潟県内の高等学校または高等

専門学校の1学年、2学年また

は3学年に在学していること。

または、中学校の3学年に在学

し、新潟県内の高等学校また

は高等専門学校に入学する予

定であること

3名

公益財団法人　長岡市米百俵財団

TEL 0258-86-6008

FAX 0258-86-6073
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2. 奨学金の申込時点において保

護者が引き続き1年以上長岡

市内に居住していること

※その他詳しい応募資格は、当奨学

金ホームページからご確認ください

小松市 30万円 小松市在住の高校・高専生 若干名
小松市青少年育成課

TEL 0761-24-8128

広島県＊ 30万円

次のア、イのいずれも満たしている者

ア 留学期間中、県立学校に在籍して

いる者

イ 学校や高校生の留学・交流を扱う

民間団体等が主催する海外派遣プ

ログラムへ参加し、原則３か月以上、

外国の正規の後期中等教育機関に

通う者

広島県教育委員会事務局

高校教育指導課 企画調整係

TEL 082-513-4991

Email

koukoushidou@pref.hiroshima.lg.jp

広島県＊ 50万円貸与

次のア〜ウを全て満たしている者

ア 高等学校、高等専門学校、特別支

援学校の高等部又は専修学校高等

課程に在学している者

イ 保護者が広島県内に住所を有す

る者

ウ 外国の教育施設において、教育を

受けるため、2週間以上の期間、留

学を行おうとしている者、又は行った

者

広島県教育委員会事務局

高校教育指導課 企画調整係

TEL 082-513-4991

Email

koukoushidou@pref.hiroshima.lg.jp

（公財）福岡市教育振興会＊ 上限50万円

福岡市に居住する人の子ども等で、

その保護者が福岡市内に引き続き１

年以上居住する人

福岡県内の高等学校又は高等専門

学校に在学している人。並びに、翌

年度に高等学校等に入学を予定して

いる人

※その他詳しい応募資格は、当奨学

金ホームページからご確認ください

10名程度
公益財団法人　福岡市教育振興会

TEL 092-721-1709

佐賀県＊ 50万円
佐賀県が行う海外留学助成金の対

象となる者

佐賀県教育庁教育振興課グローバ

ル人材育成担当

TEL 0952-25-7411
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佐賀県＊
100万円を

上限に貸与

佐賀県が行う海外留学奨学金の対

象となる者

佐賀県教育庁教育総務課総務調整

担当

TEL 0952-25-7148

福井県／

きぼう応援海外留学奨学金

教育委員会

が必要と認

めた額

福井県内の高校に在学する高校生

（日本国籍または永住権を有するも

の）

若干名
福井県教育政策課

TEL 0776-20-0568

イトーヨーカドースカラシップ
プログラム

参加費金額

セブン＆アイHLDGS.各社の正社

員、パートナー社員（１年以上勤務）

の子弟

10名

Ito Foundation U.S.A.

TEL 03-3512-5800

Email

iy-scholarship@itofoundation.or.jp

ソニーグループ国際教育基

金

プログラム

参加費金額

ソニーグループ社員の子弟で、海外

年間派遣内定者
若干名

公益財団法人　ソニー教育財団内

TEL 03-3442-1005

＊前年度、または前々年度実績

（7）参加取りやめ・内定取消について

①参加の取りやめについて

　一次合格後、プログラムへの参加を取りやめる場合はご連絡ください。折り返し、参加取りやめ届の書式をお送りいた

します。書類の記入・返送をもって手続きが完了します。

　巻末の参加規程に則り、取りやめの時期により以下の辞退金が発生します。プログラム参加費の支払期日後、出国予

定日以前に参加生がプログラムへの参加を取りやめた場合、AFS日本協会は、その理由のいかんを問わず、参加生と

その保護者が支払ったプログラム参加費から、参加取りやめの時期に応じて下記の（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）又は（ｅ）の金額

を差し引いた上、残りの金額を参加生とその保護者に払い戻します。

（ａ）出国予定日の前日から起算し遡って61日目の日以前の場合、30万円

（ｂ）出国予定日の前日から起算し遡って60日目の日から31日目の日までの場合、45万円

（ｃ）出国予定日の前日から起算し遡って30日目の日以降11日目の日までの場合、60万円

（ｄ）出国予定日の前日から起算し遡って10日目の日以降出国予定日の前日までの場合、80万円

（ｅ）出国予定日当日の場合、プログラム参加費全額

　払戻金の振込手数料は上記（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）又は（ｅ）いずれの場合も、参加を取りやめた参加生とその保護者の

負担となります。参加の取りやめについては「参加規程」（巻末）に掲載していますので、あわせてご確認ください。

②内定取消について

　受入国が内定してから日本を出発するまでの間に次のような事態が生じた場合には、内定を取り消すことがあります。

内定取消はAFSから「内定取消通知」の書類を発送したときに効力を生じます。内定取消となった場合は、同年度の再
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応募はできません。なお、下記への該当性の有無は、当協会の判断によります。

1） 当協会及び留学内定国が定めている学業成績及び心身の健康状態などの基準を満たしていないとき

2） 犯罪に関わり、あるいは重大な交通事故を引き起こしたとき

3） 自己又は他人を傷つけ、あるいは危険にさらしうる言動をしたとき（ソーシャルメディアへの投稿などによる場合を含

む）

4） 在学校の学校長から推薦を取り消されたとき（原因が参加生本人にあるかどうかを問いません）

5） 在学校から他の高等学校・高等専門学校又は専修学校高等課程に転校し、転校先の学校長から留学が承認されな

かったとき

6） 日本の高等学校・高等専門学校又は専修学校高等課程に在学しなくなったとき。ただし、在学校での留学手続きのた

め出発直前に退学手続きを取る場合を除く

7） 当協会に提出した書類の情報が正しく記載されていなかったとき

8） 当協会に提出すべき書類の提出あるいは報告を怠ったとき

9） 当協会で定められたオリエンテーションの全日程を終了しなかったとき

10） オリエンテーションなど当協会の催しにおいて、AFS生として適切ではない行動又は態度が見られたとき

11） 受入国のAFS事務所が受入れを拒否したとき。ただし、他の希望国に配属された場合は除く

12） 中学3年生受験者が高校進学後、進学先の学校長から推薦を得られなかったとき

13） プログラム参加費の支払期日を過ぎても支払いがなされないとき、及び出発予定日の前日までに参加費全額の支

払いが完了しないとき

14） AFSの方針、ルール、諸手続きに従わないとき

15） 時期、態様のいかんを問わず、AFSの名誉あるいはその社会的評価を傷つけ、AFS生としての品位を汚し、AFS又

はAFS職員に対する暴言、威嚇あるいは侮辱を行うなど、不適切な行為を行ったとき

16） 以上のほか、AFS生として適性を欠くと認めるべき事由があるとき

なお、7） 8） 13） 14） 15）は保護者についても該当性判断の対象となります。内定取消になった場合の返金規定は下記

の通りです。「参加規程」は巻末に掲載していますので、あわせてご確認ください。

* 上記1）及び11）で内定取消となった場合は、参加規程第3 項①によりお支払いいただいたプログラム参加費全額を返

金します。

* 上記5）及び 12）で学校長の承認又は推薦が得られなかった原因が参加生本人にない場合は、お支払いいただいたプ

ログラム参加費からオリエンテーション参加費及び銀行振込手数料を差し引いた残り全額を返金します。その場合は、

学校の方針として承認又は推薦できない事由を明記した学校長名の文書を当協会までお送りください。

* 上記2）3）4）6）7）8）9）10）13）14）15）16）で内定取消となった場合は、取消しの時期に応じ参加規程第2項に従ってプ

ログラム参加費を返金します。ただし、4）で推薦取消の原因が参加生本人にない場合は、参加規程第3項③に従いま

す。
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推薦書作成後、当該生徒が転校・長期休学、あるいは退学した場合、及び上記に該当する事態が生じた場合には速や

かに当協会までご連絡ください。

（8）優遇制度について

　過去のAFSプログラム参加者、および今までにAFS留学生の受入れにご協力いただいた方々、またこれから受入れを

予定されている方への優遇制度を設けています。同じ家庭内、もしくは同じ学校内で留学生と過ごした経験は、これから

AFS生として海外で暮らす際の素地となり、応募資格にも掲げている「留学先での生活に心身ともに適応できる資質」の

一端を担うものだと、AFSは考えています。

対象 特典

ホストファミリー

AFS年間・短期・セメスタープログラムの受入れに4週

間以上ご協力をいただいた、又は4週間以上受入れ予

定の家庭の子弟（応募の時点までにホストファミリー申

込書が提出されていること）

応募の総合成績に10%加点

ホストスクール
特定期間中にAFSプログラムの受入校としてご協力を

いただいた以下の学校に在籍する生徒
応募の総合成績に5%加点

短期派遣プログラム・

Global You

AFS短期派遣プログラム帰国生、AFS Global You修

了生
応募の総合成績に10%加点

※２つ以上に該当する場合は、総合成績に10%加点となります

ホストスクール（優遇制度対象校）リスト

（都道府県ごとに郵便番号順）

● 北海道 市立札幌新川高等学校

● 北海道 北海道札幌国際情報高等学校

● 北海道 札幌新陽高等学校

● 北海道 市立札幌藻岩高等学校

● 北海道 遺愛女子高等学校

● 北海道 北海道登別明日中等教育学校

● 北海道 札幌日本大学高等学校

● 北海道 札幌静修高等学校

● 北海道 北星学園女子高等学校

● 北海道 札幌聖心女子学院中学校・高等学校

● 北海道 立命館慶祥高等学校

● 北海道 旭川明成高等学校

● 北海道 旭川藤星高等学校

● 北海道 北海道東川高等学校

● 北海道 旭川大学高等学校

● 北海道 北海道旭川永嶺高等学校

● 北海道 北海道釧路明輝高等学校

● 北海道 北見藤高等学校

● 北海道 北海道遠軽高等学校

● 青森県 八戸聖ウルスラ学院高等学校
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● 岩手県 盛岡白百合学園高等学校

● 岩手県 岩手県立一関第一高等学校

● 岩手県 岩手県立不来方高等学校

● 宮城県 尚絅学院高等学校

● 宮城県 宮城県富谷高等学校

● 宮城県 宮城学院高等学校

● 宮城県 宮城県仙台第三高等学校

● 宮城県 東北学院高等学校

● 宮城県 宮城県仙台二華高等学校

● 宮城県 石巻市立桜坂高等学校

● 秋田県 秋田県立横手清陵学院高等学校

● 山形県 九里学園高等学校

● 山形県 新庄東高等学校

● 福島県 福島県立あさか開成高等学校

● 福島県 福島県立ふたば未来学園高等学校

● 茨城県 茨城高等学校

● 茨城県 茨城県立日立第一高等学校

● 茨城県 茨城キリスト教学園高等学校

● 茨城県 茨城県立竜ヶ崎第一高等学校

● 茨城県 茨城県立並木中等教育学校

● 茨城県 茗溪学園高等学校

● 茨城県 茨城県立水戸第二高等学校

● 栃木県 宇都宮短期大学附属高等学校

● 栃木県 栃木県立宇都宮北高等学校

● 栃木県 栃木県立鹿沼東高等学校

● 栃木県 栃木県立佐野高等学校

● 栃木県 栃木県立栃木翔南高等学校

● 群馬県 群馬県立中央中等教育学校

● 群馬県 東京農業大学第二高等学校

● 群馬県 明和県央高等学校

● 群馬県 共愛学園高等学校

● 埼玉県 埼玉県立浦和第一女子高等学校

● 埼玉県 埼玉県立大宮高等学校

● 埼玉県 浦和学院高等学校

● 埼玉県 埼玉県立草加南高等学校

● 埼玉県 埼玉県立越谷北高等学校

● 埼玉県 埼玉県立春日部女子高等学校

● 埼玉県 埼玉県立杉戸高等学校

● 埼玉県 山村国際高等学校

● 埼玉県 埼玉県立坂戸高等学校

● 埼玉県 埼玉県立和光国際高等学校

● 埼玉県 国際学院高等学校

● 埼玉県 早稲田大学本庄高等学院

● 千葉県 渋谷教育学園幕張高等学校

● 千葉県 千葉県立松戸国際高等学校

● 千葉県 光英VERITAS高等学校

● 千葉県 専修大学松戸高等学校

● 千葉県 昭和学院高等学校

● 千葉県 千葉県立成田国際高等学校

● 東京都 麹町学園女子中学校・高等学校

● 東京都 山脇学園高等学校

● 東京都 明治学院高等学校

● 東京都 東京都立三田高等学校

● 東京都 普連土学園高等学校

● 東京都 順天高等学校

● 東京都 かえつ有明中学校・高等学校
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● 東京都 品川女子学院高等部

● 東京都 渋谷教育学園渋谷高等学校

● 東京都 青山学院高等部

● 東京都 東京都立国際高等学校

● 東京都 恵泉女学園中学・高等学校

● 東京都 学習院女子中・高等科

● 東京都 東京大学教育学部附属中等教育学校

● 東京都 学習院高等科

● 東京都 富士見高等学校

● 東京都 早稲田大学高等学院

● 東京都 東京学芸大学附属国際中等教育学校

● 東京都 成蹊高等学校

● 東京都 法政大学高等学校

● 東京都 桐朋女子高等学校

● 東京都 東京都立小平高等学校

● 東京都 八王子学園　八王子中学高等学校

● 東京都 共立女子第二高等学校

● 東京都 桜美林高等学校

● 東京都 啓明学園高等学校

● 東京都 武蔵野大学高等学校

● 神奈川県　川崎市立川崎高等学校

● 神奈川県　カリタス女子高等学校

● 神奈川県　神奈川県立多摩高等学校

● 神奈川県　神奈川県立麻生高等学校

● 神奈川県　神奈川県立横浜平沼高等学校

● 神奈川県　神奈川県立神奈川総合高等学校

● 神奈川県　捜真女学校高等学部

● 神奈川県　神奈川県立港北高等学校

● 神奈川県　横浜翠陵高等学校

● 神奈川県　森村学園高等部

● 神奈川県　横浜市立横浜サイエンスフロンティア

高等学校

● 神奈川県　横浜市立東高等学校

● 神奈川県　法政大学国際高等学校

● 神奈川県　横浜市立みなと総合高等学校

● 神奈川県　横浜雙葉高等学校

● 神奈川県　フェリス女学院高等学校

● 神奈川県　横浜市立南高等学校

● 神奈川県　関東学院六浦中学・高等学校

● 神奈川県　横須賀学院高等学校

● 神奈川県　横須賀市立横須賀総合高等学校

● 神奈川県　神奈川県立厚木高等学校

● 神奈川県　公文国際学園高等部

● 神奈川県　神奈川県立柏陽高等学校

● 神奈川県　北鎌倉女子学園高等学校

● 神奈川県　清泉女学院高等学校

● 神奈川県　神奈川県立七里ガ浜高等学校

● 神奈川県　神奈川県立相模原中等教育学校

● 神奈川県　相模女子大学高等部

● 神奈川県　神奈川県立藤沢総合高等学校

● 神奈川県　慶應義塾湘南藤沢高等部

● 神奈川県　神奈川県立伊志田高等学校

● 新潟県 上越高等学校

● 新潟県 新潟県立高田高等学校

● 新潟県 新潟県立高田北城高等学校

● 新潟県 新潟清心女子高等学校
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● 新潟県 新潟県立新潟商業高等学校

● 新潟県 新潟県立三条高等学校

● 新潟県 新潟県立新発田高等学校

● 新潟県 新潟県立五泉高等学校

● 富山県 富山国際大学付属高等学校

● 石川県 金沢高等学校

● 石川県 小松大谷高等学校

● 石川県 小松市立高等学校

● 石川県 石川県立小松高等学校

● 山梨県 山梨英和高等学校

● 長野県 長野県長野西高等学校

● 長野県 佐久長聖高等学校

● 長野県 松本第一高等学校

● 長野県 長野県松本県ヶ丘高等学校

● 長野県 長野県飯田高等学校

● 長野県 飯田女子高等学校

● 長野県 長野県飯田風越高等学校

● 長野県 長野県伊那北高等学校

● 長野県 松本国際高等学校

● 長野県 東京都市大学塩尻高等学校

● 長野県 高松学園　伊那西高等学校

● 岐阜県 岐阜県立岐阜総合学園高等学校

● 岐阜県 聖マリア女学院高等学校

● 岐阜県 岐阜県立関高等学校

● 岐阜県 岐阜県立長良高等学校

● 岐阜県 岐阜県立吉城高等学校

● 岐阜県 麗澤瑞浪高等学校

● 静岡県 静岡県立静岡城北高等学校

● 静岡県 静岡聖光学院高等学校

● 静岡県 聖隷クリストファー高等学校

● 愛知県 学校法人海陽学園 海陽中等教育学校

● 愛知県 愛知県立岡崎西高等学校

● 愛知県 愛知県立安城東高等学校

● 愛知県 愛知県立中村高等学校

● 愛知県 大同大学大同高等学校

● 愛知県 名古屋市立北高等学校

● 愛知県 名古屋経済大学市邨高等学校

● 愛知県 名古屋大学教育学部附属高等学校

● 愛知県 名古屋市立名東高等学校

● 愛知県 愛知県立千種高等学校

● 愛知県 東邦高等学校

● 愛知県 愛知県立昭和高等学校

● 愛知県 中部大学第一高等学校

● 愛知県 日本福祉大学附属高等学校

● 愛知県 愛知県立知立高等学校

● 愛知県 愛知県立知立東高等学校

● 愛知県 愛知県立大府東高等学校

● 愛知県 愛知県立半田高等学校

● 愛知県 愛知県立横須賀高等学校

● 愛知県 愛知県立尾北高等学校

● 愛知県 聖霊高等学校

● 愛知県 聖カピタニオ女子高等学校

● 愛知県 愛知県立一宮商業高等学校

● 愛知県 愛知啓成高等学校

● 愛知県 愛知県立木曽川高等学校

● 愛知県 愛知県立津島高等学校
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● 三重県 暁中学校・高等学校

● 三重県 三重県立津高等学校

● 三重県 セントヨゼフ女子学園高等学校

● 三重県 皇學館高等学校

● 三重県 三重県立相可高等学校

● 滋賀県 比叡山高等学校

● 滋賀県 近江兄弟社高等学校

● 滋賀県 立命館守山高等学校

● 滋賀県 光泉カトリック高等学校

● 京都府 京都産業大学附属高等学校

● 京都府 京都府立山城高等学校

● 京都府 京都外大西高等学校

● 京都府 京都光華高等学校

● 京都府 花園高等学校

● 京都府 京都先端科学大学附属高等学校

● 京都府 立命館高等学校

● 京都府 京都府立福知山高等学校

● 京都府 福知山成美高等学校

● 大阪府 大阪府立北野高等学校

● 大阪府 関西大学北陽高等学校

● 大阪府 大阪府立旭高等学校

● 大阪府 大阪府立夕陽丘高等学校

● 大阪府 大阪教育大学附属高等学校平野校舎

● 大阪府 浪速高等学校

● 大阪府 梅花高等学校

● 大阪府 大阪府立桜塚高等学校

● 大阪府 アサンプション国際高等学校

● 大阪府 大阪府立豊中高等学校 能勢分校

● 大阪府 大阪府立千里高等学校

● 大阪府 大阪府立茨木高等学校

● 大阪府 高槻高等学校

● 大阪府 大阪国際高等学校

● 大阪府 同志社香里高等学校

● 大阪府 東海大学付属仰星高等学校

● 大阪府 大阪府立枚方高等学校

● 大阪府 樟蔭高等学校

● 大阪府 近畿大学附属高等学校

● 大阪府 大阪府立和泉高等学校

● 大阪府 初芝立命館高等学校

● 兵庫県 啓明学院高等学校

● 兵庫県 関西学院高等部

● 兵庫県 神戸女学院高等学部

● 兵庫県 明石工業高等専門学校

● 奈良県 奈良女子大学附属中等教育学校

● 奈良県 奈良育英高等学校

● 奈良県 奈良県立国際高等学校

● 奈良県 育英西高等学校

● 奈良県 奈良県立桜井高等学校

● 奈良県 奈良県立高取国際高等学校

● 奈良県 奈良県立法隆寺国際高等学校

● 和歌山県　近畿大学附属和歌山高等学校

● 和歌山県　和歌山県立耐久高等学校

● 鳥取県 鳥取敬愛高等学校

● 鳥取県 鳥取県立八頭高等学校

● 鳥取県 青翔開智高等学校

● 鳥取県 鳥取県立倉吉東高等学校
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● 鳥取県 鳥取県立米子高等学校

● 鳥取県 鳥取県立米子東高等学校

● 鳥取県 米子北斗高等学校

● 島根県 島根県立隠岐島前高等学校

● 島根県 開星高等学校

● 島根県 島根県立出雲高等学校

● 岡山県 岡山県立岡山操山高等学校

● 岡山県 岡山学芸館高等学校

● 岡山県 金光学園高等学校

● 広島県 広島県立尾道東高等学校

● 広島県 尾道高等学校

● 広島県 広島県立御調高等学校

● 広島県 広島県立因島高等学校

● 広島県 広島県立三原高等学校

● 広島県 広島女学院高等学校

● 広島県 広島市立舟入高等学校

● 広島県 広島県瀬戸内高等学校

● 広島県 広島修道大学ひろしま協創中学校・

高等学校

● 広島県 広島大学附属高等学校

● 山口県 山口県立岩国総合高等学校

● 山口県 山口県立高森高等学校

● 山口県 聖光高等学校

● 山口県 山口県立華陵高等学校

● 山口県 野田学園高等学校

● 山口県 山口県立宇部高等学校

● 山口県 サビエル高等学校

● 山口県 山口県立萩高等学校

● 徳島県 徳島県立城ノ内中等教育学校

● 徳島県 徳島県立城ノ内高等学校

● 徳島県 徳島県立城東高等学校

● 徳島県 徳島市立高等学校

● 徳島県 徳島県立徳島北高等学校

● 徳島県 徳島県立阿波高等学校

● 徳島県 徳島県立海部高等学校

● 徳島県 徳島県立脇町高等学校

● 愛媛県 愛媛県立松山東高等学校

● 愛媛県 愛媛大学附属高等学校

● 福岡県 九州国際大学付属高等学校

● 福岡県 自由ヶ丘高等学校

● 福岡県 福岡雙葉高等学校

● 福岡県 福岡大学附属若葉高等学校

● 福岡県 中村学園女子高等学校

● 福岡県 西南学院高等学校

● 福岡県 福岡第一高等学校

● 福岡県 九州産業大学付属九州産業高等学校

● 福岡県 福岡県立久留米高等学校

● 福岡県 柳川高等学校

● 福岡県 福岡県立八女農業高等学校

● 福岡県 西日本短期大学附属高等学校

● 福岡県 久留米信愛高等学校

● 佐賀県 佐賀県立佐賀西高等学校

● 佐賀県 佐賀県立佐賀北高等学校

● 佐賀県 東明館高等学校

● 佐賀県 佐賀県立牛津高等学校

● 佐賀県 佐賀県立致遠館高等学校
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● 佐賀県 佐賀県立佐賀農業高等学校

● 長崎県 鎮西学院高等学校

● 熊本県 熊本県立熊本北高等学校

● 大分県 岩田高等学校

● 大分県 大分県立大分舞鶴高等学校

● 大分県 大分東明高等学校

● 大分県 大分県立安心院高等学校

● 大分県 大分県立別府鶴見丘高等学校

● 大分県 大分県立別府翔青高等学校

● 宮崎県 宮崎県立宮崎南高等学校

● 宮崎県 宮崎県立本庄高等学校

● 宮崎県 宮崎県立高千穂高等学校

● 宮崎県 宮崎県立都城泉ヶ丘高等学校

● 宮崎県 日南学園高等学校

● 宮崎県 宮崎県立門川高等学校

● 鹿児島県　池田高等学校

● 鹿児島県　鹿児島県立甲南高等学校

● 鹿児島県　鹿児島県立屋久島高等学校

● 鹿児島県　神村学園高等部

● 沖縄県 沖縄県立那覇国際高等学校

● 沖縄県 沖縄尚学高等学校

● 沖縄県 沖縄県立読谷高等学校
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参考資料（第70期AFS年間派遣プログラム参加規程）

応募前に必ずお読みください。参加規程には本申込み時に改めて署名していただきます。

AFS年間派遣プログラム参加規程

AFS Intercultural Programs, Inc.は、米国ニューヨーク州ニューヨーク市に本部を置く非営利法人です。公益財団法人AFS日本協会は、内閣総理大臣により

認定された非営利法人です（以下、AFS Intercultural Programs, Inc.、公益財団法人AFS日本協会、並びに両者の関係団体を併せて、「AFS」と総称しま

す。）。AFSは、さまざまな異文化体験学習プログラム（以下、「AFSプログラム」といいます。）を通じて、参加生、家庭、ボランティア、そして地域の人々に

対し、多様な文化で構成されている一方で相互依存の度合いを増しつつある世界において、有意義な貢献をするために必要な技能、態度、知識を得ることができ

るような機会を提供しています。

AFSプログラムは、各国の独立したAFS組織が運営を担っています。AFSは、各国AFS組織を通してホストスクール、ホストファミリー（ホームステイの場合）へ

の配属、オリエンテ－ションの手配を行います。また、一般の業者を通して往復の交通手段の手配をし、緊急事態が生じた場合には、医療及び特別の移送の手配

を行います。

日本では、公益財団法人AFS日本協会（以下、「AFS日本協会」といいます。）がAFSプログラムを運営しています。

以下に記載されたAFS年間派遣プログラム参加規程は、AFSが参加生及びその保護者の協力を得てAFSプログラムを運営していくための条件を定めたものです。

本参加規程は新型コロナウイルス感染(拡大)を念頭において改訂されました。

参加生及び保護者は、本参加規程の末尾の署名をもって、本参加規程を遵守することに同意します。

また、上記事態の推移に応じた承諾書にも署名します。

年間派遣プログラム参加規程

出発前について

SARS－CoV-2検査：　AFSは、SARS-CoV-2 (別称 新型コロナウイルス)の検査やワクチン接種の必要性について、参加生とその保護者に対し、常に情報提供を行い

ます。検査は、数回必要となる可能性があり、よくある例を挙げれば、ビザ取得のためや航空機搭乗のため、受入国到着の際、又は学校に登録する前などです。

このようなSARS－CoV-2検査の費用は、参加生の負担となります。また場合により、受入国到着後に、一般的には14日間、検疫のための隔離が必要となる場合も

あります。AFSはそのような情報を得たら、参加生と保護者に事前に通知します。

帰国後について

AFSは、プログラム終了後に発生した費用は負担しません。これらの費用には、本国での義務的又は自主的隔離の費用が含まれます。プログラム終了後に補償さ

れる医療費は限定されていますので、詳細については「医療パンフレット」を参照してください。

年間派遣プログラム参加費に関する規定

1. 参加生とその保護者は本参加規程に定める条件のもとに、「プログラム参加費の支払いについて」（派遣生連絡サイトに掲載）に定める年間派遣プ

ログラム参加費全額を、以下のとおり、AFS日本協会に支払います。

参加生とその保護者は、日本国内の選考を経て受入国が確保できた後、別途AFS日本協会が指定した方法で指定した期日までに、第一次納入金として、プログラ

ム参加費のうち30万円をAFS日本協会に支払います。プログラム参加費の（30万円を除いた）残額は、第二次納入金として、「受入国による書類審査通過のお知

らせ」を受け取った後、別途AFS日本協会が指定した方法で指定した期日までに、AFS日本協会に支払います。プログラム参加費が指定された期日までに支払われ

なければ、参加生のプログラムへの参加が取り消されることがあります。

なお、AFS日本協会は、本参加規程第2項及び第3項の場合を除き、支払われたプログラム参加費の払い戻しは行いません。また、出国予定日の前日までにプログ

ラム参加費が支払われていない場合は、事情のいかんを問わず、参加生のプログラムへの参加は取り消しとなります。

2. プログラム参加費の支払期日後、出国予定日以前に参加生がプログラムへの参加を取りやめた場合、AFS日本協会は、その理由のいかんを問わず、参

加生とその保護者が支払ったプログラム参加費から、参加取りやめの通知がAFSに届いた時点に応じて、下記の（a）、（b）、（c）、(d)又は(e)の金額を差し引

いた上、残りの金額を参加生とその保護者に払い戻します。

（a） 出国予定日の前日から起算し遡って61日目の日以前の場合、30万円

（b） 出国予定日の前日から起算し遡って60日目の日から31日目の日までの場合、45万円

（c） 出国予定日の前日から起算し遡って30日目の日以降11日目の日までの場合、60万円

（d） 出国予定日の前日から起算し遡って10日目の日以降出国予定日の前日までの場合、80万円

（e） 出国予定日当日の場合、プログラム参加費全額

払戻金の振込手数料は上記（a）、（b）、（c）、(d)又は(e)いずれの場合も、参加を取りやめた参加生とその保護者の負担となります。

参加取りやめの通知がAFSに届いた時点において、プログラム参加費の支払いが上記（a）、（b）、（c）、(d)又は(e)に記載された金額に満たない場合、参加生

とその保護者は、参加取りやめの通知がAFSに届いた時点に応じて、上記（a）、（b）、（c）、(d)又は(e)に記載された金額に満つるまで残金を支払います。上

記（a）、（b）、（c）、(d)又は(e)に記載された金額を上回るプログラム参加費が支払われている場合は、AFS日本協会は、上記（a）、（b）、（c）、(d)又は

(e)に記載された金額を差し引いた上、残りの金額を参加生と保護者に払い戻します。

3. 参加生が次のいずれかに該当する場合には、AFS日本協会は、参加生とその保護者が支払ったプログラム参加費全額を、参加生とその保護者に払い戻

します。

1 受入国AFSによる書類審査を通過しなかった場合

2 受入国AFSによる書類審査を通過した者であって、下記（a）、（b）、（c）、(d)のいずれかに該当する場合

（a） 天災地変、戦争、パンデミックなどの不可抗力により、出国予定日当日又はそれ以前にAFSがプログラムを中止した場合

（b） 受入国AFS事務所の閉鎖などのため、出発予定日又はそれ以前にAFSがプログラムを中止した場合

（c） 最終的にホストファミリーやホストスクールへの配属ができず出発が不可能となった場合　

（d） 受入国から査証が発給されずプログラムに参加できなくなった場合

3 在学校の学校長より推薦が得られないか、取り消された場合で、その原因が参加生本人にない場合

4. AFSは、プログラムの準備段階で実際に発生した経費及び予想される経費の財務分析に基づきプログラム参加費を定めています。AFSに責任のない事

由で増加した経費をAFSが支払わねばならない場合、AFSはプログラム参加費を増額することができます。その場合、参加生とその保護者には増額の理由が通知さ

れます。
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安全とサポートに関する規定

5. AFSは積極的な体験学習を推進するよう努めていますが、すべての参加生の生活を厳しく監視することができないという意味において、参加生の健康

と安全を約束することはできません。参加生は、受入国滞在中は受入国AFSの旅行に関するガイドラインを守らなければなりません。参加生の個別旅行について

は最終的な日程を決める前に、受入国AFS事務所ないしは地域担当者の承認を得なければなりません。

参加生と保護者は、プログラム参加期間中に参加生がこれまでに経験のない、あるいは本国では経験することのないスポーツや諸活動に取り組むことがあり得る

ことを理解し、本参加規程の署名をもってそのようなスポーツや活動に参加するための書面による許可を与えます。参加生と保護者は、受入国が内定した時点

で、「受入国での諸活動への参加及び免責に関する同意書」に署名を求められます。また、参加生と保護者は、参加生が特定の活動やホストスクールが行うス

ポーツ行事に参加するため、参加生の行事への参加と行事関係者の免責に同意する文書への署名を求められる場合があります。

6. 長年にわたる経験からAFSは、家族や親類、友人たちの訪問が参加生の受入地域での活動やホームステイ体験を阻害する可能性があることを学んでき

ました。したがって、AFSは、プログラム中の家族や親類、友人たちの訪問を制限しています。家族や親類、友人たちが参加生を訪問するにあたっては、あらか

じめ受入国AFS事務所の承諾を得なくてはなりません。また、訪問の時期や期間については、受入国の規則に従います。場合によっては家族や親類、友人たちの

訪問が必ずしも許可されないこともあります。なお、訪問中に、ホストファミリーに滞在するなど負担をかけるようなことをしてはなりません。

7. 参加生は、プログラム参加中、その地域の法律に則った免許を必要とする自動車やその他の乗り物を運転してはいけません。また、免許を取得する

ためのいかなる行動も起こしてはいけません。この規定を守らなかった場合、プログラムは終了となり、参加生は早期帰国となります。

8. 参加生は、出発前、受入国滞在中及び帰国後を通じてAFSが実施するオリエンテーションなどの各種の活動に関して、AFSから求められた義務を果た

し課題をこなさなければなりません。年間又はセメスタ－プログラムの参加生は、ホストスクールのガイドラインに従って、授業を受け、課程を修める責任があ

ります。学校で学ぶプログラムの参加生は、ワクチンなどについての（政府の定める健康に関する条件のほかに）ホストスクールの定める健康に関する条件を満

たすことが求められます。正当な理由なく授業を何日も休んだり、宿題の提出を頻繁に又は習慣的に怠ったり、ホストスクールから問題行動が報告されたり、健

康に関する条件を満たさなかったり、退学処分を受けたりすることはもちろん、これらに限らず、ホストスクールの決まりを守らず、義務に違反した場合は、プ

ログラムは終了となり、参加生は早期帰国となります。

9. 参加生の書類審査及び配属に関する最終決定は受入国AFS事務所が行います。ホストファミリーやホストスクール並びに受入地域への配属（以下、

「プレースメント」といいます。）の決定、及び受入国内でAFSが必要と判断した場合のプレースメントの変更に関してはAFSがすべての権限を持ちます。AFS

は、プログラム参加中に参加生を複数の家庭に配属する場合があります。参加生は、人種・信条・肌の色にかかわらず決定されたプレースメントを承諾しなけれ

ばなりません。参加生とその保護者がAFSの決定したプレースメントを拒否した場合、AFSは法的義務を負わないので、別のプレースメントを提供しません。な

お、受入国による書類審査を通過した場合でも、最終的にホストファミリーやホストスクールへの配属ができないため出発が不可能となることや、受入国の査証

が発給されないためAFSプログラムに参加できないことがあります（これらの場合のプログラム参加費の返還については、第3項を参照してください。）。

AFSは、AFSの定めたガイドラインに従ってホストファミリーを選びます。参加生とホストファミリーは、体験を通じてAFSのボランティアや職員からサポート

を受けることができます。AFSは、サポートの一つとして、ホストファミリーに対するオリエンテーションを行い、ホストファミリーとしての十分な理解を求め

ます。ただし、このAFSによるサポートは、日常生活を常に監督することは不可能であり、また不適切でもあるので、ホストファミリーが理解し実行しているホ

ストとしての役割を果たすための態度や方法が適切であるかについて、AFSがホストファミリーそれぞれの日常生活に立ち入って監督し指導することまでは含ん

でいません。また、このAFSによるサポートは、ホストファミリーに対してAFS及びそのプログラムへの理解を求めるオリエンテーションは行うものの、いかなる

目的のためにもホストファミリーがAFSを代表したり代理人として行動したりすることを認めるものではありません。したがって、AFSは、ホストファミリーの家

族の故意又は過失が原因であると主張される損害賠償請求に関してはいかなる法的責任も負いません。

10. 参加生は、体験を通じてAFSボランティアや職員からサポートを受けることができます。しかし、AFSは参加生がホストファミリーと生活する中で参

加生としての役割を果たすための態度や方法が適切であるかどうかを監督するものではありません。また、このAFSによるサポートは、参加生に対してAFS及びそ

のプログラムへの理解を求めるオリエンテーションは行うものの、いかなる目的のためにも参加生がAFSを代表したり代理人として行動したりすることを認める

ものではありません。

したがって、AFSは、プログラム参加中の参加生本人の故意又は過失が原因であると主張される損害賠償請求に関してはいかなる法的責任も負わず、そのよう

な賠償請求から参加生を守る義務を負うものでもなく、そのために弁護を行ったり、弁護費用を負担することはないことを承諾します。万一、参加生本人の故意

又は過失に基づく損害賠償請求がAFSに対してなされた場合は、保護者がすべて責任を負担し、適正な弁護士費用を含むすべての費用を負担します。また、参加

生が被った損害に対する損害賠償にかかわることは、すべて参加生及びその保護者の責任となることを承諾します。AFSは、要請があれば、いずれの場合も、弁

護士を紹介するなどの法的援助を行いますが、弁護士に依頼したり、弁護士費用を支払ったりする責任はありません。

AFSは、 SARS-CoV-2に関するものも含め、参加生とホストファミリーが直面するかもしれない問題については、その対処を支援するため、継続的にサポートを

提供し状況を見守ります。もしもプログラム参加期間中に参加生がSARS-CoV-2で病気になった場合、医療費は、「AFS医療費プラン」の条件と制限事項に従って

補償されます。「AFS医療費プラン」は、例外はありますが、参加者のプログラム参加終了後に提供される、又は必要となる、医療や医療サービスの費用につい

ては、これを補償しません。補償の詳細な内容については、「医療パンフレット」をご覧ください。

11. ＡFSの参加生は、受入国と受入地域の法律の対象となり、受入国と受入地域の法律に従わなくてはなりません。参加生が違法薬物にかかわったり、

いかなるものであれ、違法行為にかかわったりした場合、AFSもその参加生が国籍や市民権を持つ本国政府も参加生を逮捕や処罰から保護することはできませ

ん。麻薬の使用に関する法律は多くの国で厳しいものになっており、長期間の投獄か、死刑が科せられています。そうした犯罪やその他の法的事柄に関して法的

手続きを取る場合の費用については、参加生及びその保護者の負担となります。医療目的以外で麻薬の使用や所持又は医療目的以外で麻薬を使用している人たち

にかかわった場合は、早期帰国になります。

参加生はアルコール飲料の購入や消費については、受入国や受入地域の法律に従わなくてはなりません。加えて、AFSは参加生が飲酒に関しては責任感ある態

度をもって受入国や受入地域の慣習やしきたりを尊重することを求めています。プログラム期間中は、一気飲みに類するものを含め、アルコール飲料の乱用は許

されません。アルコール飲料を乱用したり、短時間に多量の飲酒をしたりすることは、自他を危険にさらすことになります。例えば、短時間に多量に飲酒をする

と急性アルコール中毒を起こし、死に至ることがあります。酔っ払って、不適切な行為を行うこともあります。そのようなことを他の人に勧めたりすると刑事事

件になる場合もあります。そのような飲酒にまつわる言動は、AFSプログラム参加中は許されず、参加生は早期帰国となります。アルコールの使用に関して逮捕

されたり、ホストスクールから停学処分を受けたりした場合も早期帰国となります。

12. 進行中のプログラムの終了

（a） 参加生が受入国への移動中又は滞在中に参加生が危険にさらされるような状況が受入国側にあるとAFSが判断した場合や天災地変、パンデミック(感

染症の世界的な大流行)、エピデミック(感染症の地域や国や大陸レベルの流行)、エンデミック(風土病の流行)、地域的な感染症の増加、公衆衛生的な危機的状

況、検疫措置、戦争、テロ、ストライキ、労働争議、出入港禁止命令、官公署の命令、その他の不可抗力により、AFSの責任によらずプログラムの実施が困難な

状況が発生した場合は、AFSはいつでもプログラムを取り消したり、中止したりすることができます。参加生あるいは保護者がある特定の受入国の状況について

心配がある場合には、AFSに連絡を取り、AFSは入手している情報を提供するか、外務省等への照会を勧めます。AFSが危険になり得ると判断する事態がプログラ

ム期間中に受入国で生じた場合、AFSは参加生を帰国させることがあります。したがって、もしも、たとえば地球規模でのパンデミックを含みそれに限らず、公

衆衛生上の問題が生じ、受入国の状況が参加生にとって安全な環境を確保することができない場合、又は、参加生の健康と安全へのリスクと危険の度合いについ

てAFSがそれを適切に判断したり予測したりできなくなる場合、AFSは、プログラムを取り消したり、中止したりすることもできます。
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受入国において新たな SARS-CoV-2の感染拡大があった場合、AFSは、参加生の安全を最優先事項とし、状況を注意深く監視します。（一時的、又は地域限定的な

学校の閉鎖又はロックダウンのような、なんらかの事態が生じたとしても）その国は安全でありプログラム継続が可能である、とAFSが判断する可能性もありま

す。もしいずれかの時点で、受入国の状況が変化し、もはやプログラムを継続できるような安全な状態ではない、とAFSが判断せざるを得なくなった場合、AFSは

実行可能となり次第できる限り速やかに、参加生の帰国を手配します。また保護者は、プログラム継続がもはや安全ではないと自ら判断した場合、いつでも参加

生を帰宅させる決定をすることができます。その場合AFSは、旅行が可能かつ安全であると判断し次第、帰国のための交通手段の手配を支援します。しかしなが

ら、保護者が参加生を帰還させると決めたことによって生じる追加経費は、すべて保護者の負担となります。

（b） 第7項、第8項及び第11項に定めたプログラムの終了規定のほか、AFSは、参加生が本参加規程の各規定を守らなかった場合、参加生又は保護者が参加

生にかかわる重大な事柄を正しく報告していなかったり開示していなかったりしたことが判明した場合、又は参加生やAFSのためにならないような言動が参加生

にあったとAFSが判断した場合、AFSはその参加生のプログラム参加を終了させ、本国に早期帰国させることができます。また、AFSは、参加生がホストファミ

リーやホストスクールと継続的に問題を起こすなど新しい文化の受入環境に適応できていない言動が一貫して見られる場合は、参加生のプログラム参加を終了さ

せ、本国に早期帰国させることができます。

参加生による自動車やエンジン付きの乗り物の運転、医療目的以外の麻薬使用への関与、アルコールの乱用、その他の自己又は他人を危険にさらすような言

動、違法行為は、早期帰国の対象となります。それらの行為の情報がソーシャルメディア（例として、YouTubeなどの動画投稿サイト、Twitterなどの簡易投稿サ

イト、Facebookや Instagram、 WhatsAppなどのソーシャル・ネットワーキング・サービス、ブログなど）や他の公開サイトで得られた場合も早期帰国の対象に

なり得ます。受入国の旅行に関する方針やその他、参加生の安全を守るための方針を守らなかった場合も早期帰国の対象になり得ます。

（c） 保護者の同意のあるなしにかかわらず、プログラムを完了しないと参加生が決断した場合、参加生のプログラムへの参加は終了し、引き続き受入国

に滞在することはできません。また、出国するために国際空港へ向かうまでの国内運賃も含めてプログラムの残りの期間におけるプログラム関連のサポートを受

けることができません。ただし、参加生には、出国する国際空港までの受入国の国内旅行の運賃を除き、即時帰国のための航空券がAFSから支給されますが、帰

国日時を変更したり延期したりすることは許されません。

（d） 参加生のプログラムへの継続的参加に実質的に支障がでるような身体的、医学的、心理的な問題が生じる、又はすでに参加生にそのような問題が生

じている、とAFSが判断したとき、又は参加生が帰国して、本国で治療を継続するか、保護者のケアを受けた方がよいと医療専門家が判断したとき、AFSは参加生

のプログラムへの参加を終了させ、早期帰国させることができます。

プログラムの応募書類とともに提出する健康診断書は真実を記したもので、一切間違いや記入漏れがあってはなりません。もし応募書類提出後、出発前に何ら

かの重大な健康上の出来事（処方薬の種類や量の変更や身体面や精神面での治療の開始又は終了を含みますが、それらに限りません。）が生じた場合には、AFS

に直ちに書面で報告しなければなりません。AFSは参加生のAFSプログラムへの参加が適切かどうかを決定し、AFSプログラムへの参加が参加生やAFSにとって最善

ではないとAFSが判断した場合には、AFSはプログラムへの参加を取り消したり、出発を延期したりすることができます。健康診断書の間違いや記入漏れは参加生

のプレースメントの実施や継続を困難にし、プログラム参加の出発前の取り消しや、早期帰国の原因となり得ます。

第11項及び第12項で説明したような事態が生じた場合には、プログラム参加費は返還されません。また、早期帰国の決定に関連しAFSは国際線航空券の復路部

分を回収し、これに替えて有効期限を限定した本国までの片道航空券を参加生に支給することがあります。

旅行に関する規定

13. 参加生はAFSの単一のプログラムに参加し、AFSによってあらかじめ定められた旅行期間を除き、そのプログラム期間中受入地域に滞在しなければな

りません。滞在途中で受入国を離れたり、帰国したり、滞在中に一時帰国したりすることは許されていません。参加生は受入国内のプログラム終了後、本国に帰

国します。

14. 本国内の自宅とAFSに指定された出国国際空港及び帰国国際空港との間の旅行手続き及びそれにかかわる一切の費用は、参加生とその保護者の負担と

なります。

出入国管理法の規定あるいはその他受入国固有の事由に拠り、AFSのプログラムを離脱し又は終了した参加生は、受入国に留まることができないことが多々あり

ます。そのため、プログラムを離脱し又は終了し次第、参加生はあらかじめ決められた旅程に沿って受入国を離れなければなりません。このような規定のある国

に滞在する参加生は、プログラムを離脱し又は終了し次第、速やかに帰国します。

15. 参加生は、AFS及びAFSの指定代理店が決定した出発日及び帰国日、旅行手続き、交通機関、日程に従わなければなりません。この日程や手続きに従

わない場合は、参加生のプログラムへの参加が取り消されたり、オリエンテーションなどのプログラムに関連するサポートを受けられないことがあります。特

に、社会的、政治的、又は（地球規模のパンデミックのような）公衆衛生上の状況、又はその他の不可抗力の事態のためにAFSがプログラムの早期終了を決定し

たにもかかわらず、保護者が参加生を帰国させるためのAFSの計画に同意せず、参加生が受入国に留まる、又は個別に旅行することを希望する場合、プログラム

終了とともに参加生についてのAFSの責任はなくなり、AFSによる参加生のための業務はすべて終了します。また、参加生の受入国滞在又は個別の旅行手配はすべ

て、保護者単独の責任となります。そして、参加生の帰国のための旅行の手配と支払いは保護者の責任となり、プログラム参加費は部分的であっても払い戻され

ることはありません。またプログラム終了を過ぎて受入国に継続して滞在することや個別に旅行することによって必要となった航空運賃又はその他の支出につい

ても、AFSがそれらを保護者に払い戻すことはありません。

16. 参加生が書類を提出しなかったり、不備のまま提出したり、適切な旅行条件を満たさなかったり、責任を果たさなかったりしたために生じた、ある

いは参加生の不適切な行動により生じた、余分な旅費や経費は、参加生とその保護者がAFSに弁済しなければなりません。

17. 参加生とその保護者は旅行に関する以下の条件に同意します。

責任について

AFSは、利用する交通機関（陸上交通機関、水上交通機関並びに航空機）の選択にあたっては、その地域で広く信頼されている水準にある交通機関を選ぶよう最

大限の努力をします。

AFSは、参加生に代わり交通機関の手配を行いますが、旅行又は交通機関により生じた物的損害、人的損害及び損失については、AFSに故意又は重大な過失がない

限り、原則として責任を負いません。

変更とキャンセルについて

旅行の日時、日程、利用交通機関は変更することがあります。この場合、AFSは、日程変更により生ずる不都合ないし損害については、AFSに故意又は重大な過失

がない限り、原則として責任を負いません。

　

AFSに責任のない事由による追加費用について

AFSに責任のない事由（天災地変、戦乱、暴動、パンデミック、運送・宿泊機関の旅行サービスの中止、官公署の命令その他の不可抗力を含みます。）により、

航空運賃、交通費、宿泊食費などの追加費用が発生した場合、その費用は参加生と保護者の負担となります。

個人の荷物と所有物について

AFSは、個人の荷物や所有物の損失や損害について責任を負いません。また、参加生が自分の所有物の損害や損失に関し交通機関に対し請求できる範囲は限られ
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ており、その範囲は航空券の条件、あるいは参加生に対して航空会社や輸送業者が発行する輸送約款に定めるとおりです。

荷物料金（受託手荷物手数料や超過料金など）やその他、航空券代に含まれていない付随的な費用は、参加生の負担になります。

医療に関する規定

18. AFSは、二次的旅行医療保険に加入しています。この保険は、受入国や地域によって異なりますが、１件あたり500,000米ドルから2,000,000米ドルを

上限として、参加生に発生し支払われた医療費すべてを補償するものです。ただし、参加生が出国するための集合場所に到着した時点から、第12項(c)によりAFS

プログラムを早期終了した時、又は本国に帰国した時のどちらか早い時点までに治療が行われる場合に限ります。この旅行医療保険は、参加生が帰国した後の医

療費については、そのような費用がAFSプログラム参加中に生じた事情に起因するかどうかにかかわらず、補償しません（ただし、「医療パンフレット」で説明

されている追加補償はこの限りではありません。）。参加生とその保護者は、AFSが加入しているのは二次的な保険であるため、参加生が契約している一次的保

険契約会社に対し、AFSが求償することがあることを理解しています。

補償の具体的な条件については、「医療パンフレット」を参照してください。

参加生とその保護者は、参加生が公的な健康保険及び傷害保険の制度に加入していない場合には、個人的に健康保険及び傷害保険に加入するよう、AFSが参加生

に対し強く勧めていることを理解しています。

AFSの旅行医療保険は、継続的な医療を必要とする参加生に対して長期にわたって医療を提供することを目的としないことを承諾します。そのような場合は、

参加生に安全な帰国が可能と医療専門家が判断し次第、参加生が帰国して治療を継続できるように、AFSは必要に応じヘルスケア提供者と連携することがありま

す。参加生が一旦帰国すると、AFSの保険による補償は終了し、医療費はすべて参加生と保護者の負担になります（ただし、「医療パンフレット」で説明されて

いる追加補償はこの限りではありません。）。

19. AFSは、以下に関する費用については、それらの医療などがいつ行われ、費用がいつ発生したかにかかわりなく、その費用を一切負担しません。すな

わち、参加生が出国するための集合場所に到着した時点から遡って18ヵ月の間に治療を求めたか、治療が行われた症状（以下、「直近の既往症及び現症」といい

ます。）、予防薬、予防接種、歯科治療、眼鏡、コンタクトレンズ、通常の視力検査、美容整形手術や緊要ではない手術など。参加生が前記医療などを必要とし

た場合には、保護者は参加生又はホストファミリーから、医療を行うこととその費用を支払うことへの許可を求める連絡を直接受け、必要な金額を参加生又はホ

ストファミリーに直接送金しなければなりません。

直近の既往症及び現症の状態維持に必要な機器、医薬品の手配・輸送・管理などは、すべて参加生の責任で行わなければなりません。AFSは、直近の既往症及

び現症の状態維持・治療のための機器及び医薬品の手配・輸送・管理などの費用を含め、直近の既往症及び現症に関する費用を一切負担しません。また、AFSは

状態維持又は治療のための行為について責任を負いません。直近の既往症及び現症に起因して早期帰国をしなければならない場合、参加生と付添者の航空運賃や

付添者の宿泊食費や日当を始めとする必要諸経費など関連諸経費は、保護者が負担します。直近の既往症及び現症に関する医療及び治療に関しては、AFSには説

明責任はありません。上記に関連する費用が発生し、これをAFSあるいはAFSが依頼した第三者が立て替えて支払った場合は、参加生とその保護者がその費用全額

をAFS又はその第三者に対し返済します。

20. 医療行為を受けるかどうかの最終的な決定は保護者が行います。ただし、AFSの旅行医療保険は、参加生が出国するための集合場所に到着した時点か

ら、本国に帰国するまで、又はAFSプログラムを早期終了した日のどちらか早い時点までの間に主治医の勧めに基づいて行った医療行為の医療費だけが弁済の対

象になります（第12項(d)参照）。参加生と保護者は、医療行為に関して以下の条件を承諾します。

（a） 医療機関の選択にあたっては、その受入地域で広く信頼されている水準にあるものを選ぶよう最大限の努力をします。一部の国ではその国の守秘義

務や医療手続きに関する法律のために、AFSが参加生の治療に関する医療記録や文書を入手できないことがあります。プログラム参加が認められる一つの条件と

して、参加生及び保護者は、プログラム期間中に参加生に医療サービス又は治療を提供する医療機関宛ての同意書に署名することを求められる場合があります。

その目的は、参加生の医療情報をAFS及びAFS医療費プラン関連の業務を提供する者に対して開示することに同意すること、そして、参加生がプログラム参加を安

全に継続できるかどうか、又は参加生が保護者のケアの元へ帰る必要があるかどうか、評価することに同意することです。その同意とともに、そのような医療機

関が参加生の医療情報をAFSに対して開示できるようにするためには、参加生及び保護者に追加で行っていただくこともあるかもしれません。たとえば、そのよ

うな医療機関が医療記録を開示するために求める、別の同意書に署名することが含まれ、それに限りません。そのような保護者からの同意と協力が得られない場

合、AFSは、参加生のプログラムを適切に管理することや、適切なケアが提供されるように支援することができなくなります。

（b） 医療にかかわる緊急事態が生じた場合、もし時間の余裕があれば、AFSは、AFS日本協会を通じて保護者に連絡を取り、手術やその他必要な処置の許

可を要請します。ただし、参加生と保護者は、AFSに対し、保護者に連絡を取る時間的余裕がなく、その状況にもないとAFSが判断した場合、AFSが保護者に代わ

り、医師の勧めに従い、その監督のもとで行われる医療処置、レントゲン検査、麻酔、輸血、その他内科的又は外科的診断、治療、入院に同意することを認めま

す。

加えて、一刻を争うような緊急事態が発生した場合には、医療従事者が参加生の命を救うために必要と判断した場合、保護者やAFSに連絡がある前に、レントゲ

ン検査、輸血、手術などの医療処置が取られることを認めます。

（c） 主治医が医療上の理由により国外退去を勧めた場合など参加生が一旦受入国を離れ他の施設に移った場合には、AFSの旅行医療保険の対象から外れま

す。

（d） 参加生と保護者は、緊急治療にかかわる措置に関して、AFSに対し一切責任を求めません。

個人情報保護

21. 本参加規程に署名することにより、参加生と保護者は、AFSによる個人情報の取り扱いについての説明と通知を受け取ったことを確認します。参加生

と保護者は、説明と通知について完全に理解しており、また、そのような取り扱いについて同意しています。

特に、参加生と保護者は、プログラム応募時及びプログラム参加中に、又はプログラム参加と関連して、参加生と保護者が提供した個人情報（要配慮個人情報を

含む）、並びに選考段階及び、プログラム期間中に例えば情報資料を送付したり、受入国における滞在及び本国への帰国を準備し手配したりするなどして収集さ

れた全てのデータについて、AFSがそれらを取り扱うことを了解します。また、個人情報の扱いは、本国外においても行われます。そしてAFSは、プログラム業務

を提供するために、そしてもしも参加生と保護者が同意した場合には、AFS活動支援等に関連する目的のため参加生と保護者がAFS活動について常に情報を得られ

るよう、個人情報をAFS関連組織及び業務委託先等の第三者に対し提供することがあります。また、参加生と保護者は、AFSが妥当であり必要であると判断した場

合には、そのような情報を政府機関及びこれに準ずる機関に対しても提供することがあり得ることを承諾します。

提供された情報は、プログラム終了後の期間を含め、プログラム運営及びAFS活動支援等に関連する目的以外には、第三者に対して販売されることも開示される

こともありません。

AFSは、その業務及びAFS活動支援等に関連する目的のために必要と認められる期間、参加生及び保護者の個人情報を保持します。

プログラム参加生の支援に関連してAFS関係者間で内部共有された情報もまた、AFSの機密となります。この情報がAFSによって機密として保持されないと、AFSプ

ログラムの適正な実施に著しい支障を及ぼすおそれがあるため、AFSはそのような情報を機密として保持します。

参加生と保護者はまた、EUの一般データ保護規則及び他の国々のプライバシー法の下、自らが情報主体者として特定の権利を与えられていることを理解します。

例えば、自身の個人情報へのアクセスを求める権利、取り扱いの目的に関する情報と当該情報の種類、AFS以外の誰がその情報を受け取った可能性があるのか、
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どれぐらいの期間保管されるのかについて問い合わせる権利、自己の個人情報が不正確である場合にそれを修正する権利、そして、例外となる特定の場合を除

き、AFSに対しその情報の消去又は取り扱い中止を求める権利です。また、多くの国において、参加生と保護者には、自己の個人情報の取り扱いについて懸念が

ある場合に適切な情報保護機関に対し苦情を申し立てる権利があります。

AFSが参加生と保護者の情報をどのように取り扱うかについての詳細な情報はまた、以下のサイト上のAFSの個人情報保護方針に述べられています。

https://afs.org/global-privacy-policy/

22. 本参加規程は、別途参加生及び保護者が提出したAFSプログラム参加応募書類、「受入国での諸活動への参加及び免責に関する同意書」、「医療パン

フレット」とともに、当事者間の完全な合意をあらわすものです。

23. 参加生と保護者は、プログラム参加応募書類には事実を正確に記載したことを確認し、また、何らかの変化が生じた場合は、直ちにAFSに報告するこ

とを約束します。

24. 本参加規程に関連して、特別の事情により発生した損害賠償の請求については、AFSは一切、責任を負いません。ただし、AFS（その役職員・ボラン

ティアを含む）に故意又は重大な過失がある場合はこの限りではありません。

25. 本参加規程に記載されている規定のいずれかが効力を失ったり、強制力を失ったりしても、本参加規程に記載されている残りの規定の有効性には何

の影響も及ぼしません。

26. 本参加規程の内容及びそれに関連する事項についての争訟は、日本法を準拠法とし、東京地方裁判所を第一審管轄裁判所とします。

（2022年12月改訂）
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関係中学校・中等教育学校・高等学校・高等専門学校・専修学校高等課程

学校長、担当教諭　各位

公益財団法人 AFS日本協会

和文推薦書作成について（お願い）

公務ご多用とは存じますが、貴校生徒の当協会プログラムへの応募（本申込み）にあたり、下記をご参照のうえ、推薦書

を作成していただきたく、お願い申しあげます。

記
AFS年間派遣プログラム
　AFSは国際的なボランティア団体であり、営利を目的としない民間の組織です。より公平で平和な世界の実現に必要な
知識・能力・理解力を多くの人々が身につけるため、さまざまな異文化と接する機会を提供することを目的としています。

AFS年間派遣プログラムの参加生は、派遣された国で一学年間、ボランティアの受入家庭に家族の一員として滞在
し、現地の高校に通学します。

AFSプログラムは単位修得を目的としたものではありませんので、ホストスクールに関する基本情報の提供は行いま
すが、単位認定の条件を満たす配属先やサポートを保証することはできません。ホストスクールの証明書が帰国後の単

位認定資料として必要な場合は、ホストスクールに通学を開始後、参加生本人が直接相談のうえ、ホストスクールが定

める証明書発行の要件を満たすよう努力いただきます。ホストスクールによっては希望する書類を発行できない場合もあ

り、帰国後に証明書発行を希望しても取得はほぼ不可能ですので予めご了承ください。

新型コロナウイルス感染症の影響下におけるAFSの対応・方針
　2020年春、新型コロナウイルス感染症の世界的な拡大を受けて、AFSは長い活動の歴史の中で初めて、進行中の約
7000人のプログラムを全世界で一斉に中止いたしました。これにより、日本から世界36ヵ国・地域に留学していた342
人、また世界から日本に来日していた37ヵ国・地域255人が緊急帰国いたしました。

2021年からは、AFS国際本部と各国AFS組織が協働して共通のガイドラインのもと情報収集に努め、参加生の安全
を最優先に、プログラムを再開しております。AFSでは、外務省の感染症危険レベルだけでなく、感染拡大状況、派遣元
国および受入国の出入国制限、学校の開校・留学生の受入状況、派遣生のサポート環境、国内行動制限、医療体制を

含む社会インフラ、そして交換留学生を無償で受入れてくださるホストファミリーの確保など、複数の項目において安全か

つ意義ある留学生活を送ることができるかどうかといった観点から、渡航の可否を総合的に判断しております。状況に

よってはプログラムの事前中止や予定変更（出発日が後ろ倒しになる、開始後に早期終了となる、期間が短くなる、留学

先の国や予定されていた行事が変更になるなど）や、ホストスクールの授業がオンラインで実施される可能性もございま

す。

貴校におかれましては、世界の現状とAFSの派遣方針を十分ご理解の上で、ご推薦いただきますよう、よろしくお願い
申し上げます。

2024年出発・第71期年間派遣プログラムの応募プロセス
　第71期は以下のプロセスにて応募受付と選考を実施します。
1 エントリー・応募

2 英語試験・面接試験

3 応募結果受領（派遣国および奨学金受給有無決定）

4 本申込み

5 一次合格

6 英文書類作成・渡航手続きなど



　本推薦書は「4 本申込み」にあたり、在学校に作成を依頼するものです。応募者にはこのほかに署名済み参加規程の

提出、プログラム参加費一次金をお支払いいただきます。本申込みの結果、一次合格となりましたら、プログラム参加に

向けて本格的な準備を始めます「6　英文書類作成」では、別途、英文成績証明書および英文推薦書の依頼をさせてい
ただきます。

推薦書作成・提出にあたっての留意事項

応募者が持参する推薦書に必要事項をご記入のうえ、学校長印をご捺印ください。なお、推薦書は書き込み可能な

PDFデータもご用意しております。以下「4. 提出方法」のEメール認証の際、ダウンロードできる形でお送りしますので、
よろしければご利用ください。その場合、書き込み後プリントアウトの上でご捺印をお願いいたします。

1. 校内面接について

異文化体験に対する強い興味と意欲をもち、応募資格を満たしている貴校の志願者に対して校内で面接を行

い、所定の推薦書をご作成ください。AFSの留学生は、親元を離れ、未知の文化、未知の人間関係のなかで、
多くのことを自分で判断し、行動しなければならない１年を過ごします。よって、応募資格にありますように、異文

化体験に対する興味と意欲を持ち、留学先での生活に適応できる資質があるかどうかをご確認ください。

生徒に求められる資質としては次のようなものがあります。面接のご参考にしてください。

1.1. 自己認識および自主性

・自分の長所、短所を知っているか

・自主性があるか

・自分なりの考えを持ち、かつそれを表現できるか

1.2. 挑戦意欲と柔軟性

・様々な教育環境から学べるか

・新しい事に挑戦できるか。失敗しても再度挑戦できるか

・新しい状況の中でも自分なりの役割を見出し、果たしていけるか

・異なった社会構造、価値観に対して理解を示し、適応できそうか

・客観的な見方ができるか。妥協できるか

1.3. 他者との関係

・問題が生じた時も、自分の殻に閉じ込もることなく、他者と自分の感情を分かち合えるか

・理解を深めるために、他者に助言を求め、受け入れられるか

・他者に対する思いやりを持っているか

2. 学校長印について

必要事項をご記入のうえ、学校長印を指定箇所にご捺印ください。

3. 欠席日数

応募者の前年度及び今年度（記入日現在）の欠席日数をご記入ください。高校進学等により前年度の欠席日数

が不明な場合には、応募者に通知表を持参させて記入してください。それでも不明な場合は空欄で構いませんの

で、その理由を必ずご記入ください。

4. 提出方法

以下の手順にて、AFS日本協会に直接ご提出をお願いいたします。
4.1. 提出用の領域にログインいただくにあたり、Eメール認証を行います。ご指定のEメールアドレスを応募

者にお伝えください。指定できるアドレスは１つだけです。

4.2. 応募者がそのアドレスをオンライン登録画面の指定箇所に入力すると、Eメールが送られますので、受



信をご確認ください。

4.3. Eメール認証が完了したら、案内に従ってログインしてください。
4.4. 指定の領域に推薦書をアップロードしてください。アップロードが完了すると応募者にその旨が通知さ

れます。

応募者はアップロードされた推薦書の内容を見ることはできません。また、先生から応募者の他の作成書類をご覧いた

だくことはできません。

応募資格
以下をすべて満たしていること

1　異文化体験に対する興味と意欲をもち、留学先での生活に心身ともに適応できる資質のあること。カウンセリング又は投薬治療
を受けていた場合、2023年4月1日時点で治療終了後12か月が経過していること（注１）
2 2023年43月時点で、学校教育法が定める日本の高等学校・高等専門学校又は専修学校高等課程の第１、２学年に在学する
人。中学生の場合、2024年4月時点で、学校教育法が定める日本の高等学校・高等専門学校又は専修学校高等課程の第１学年
に在学する予定で、2023年4月の時点で中学校第３学年に在学する人。（注２）（注３）かつ、前年度と今年度の欠席日数の合計が
目安として20日以内であること（注4）
3　2006年（平成18年）4月2日から2009年（平成21年）4月1日までの生まれであること（注5）
4　応募時点で学業成績が中程度以上であること。特に、スイス希望者は学業成績が上位１/4以内であること。アメリカ希望者は学
業成績が上位3/4以内であること（注6）
5　在学校の学校長から推薦されること。中学生の場合、応募時点で在学校の学校長から推薦されること。かつ、高校進学後、進
学先の学校長の推薦書を提出すること

6　希望する国の制約条件に抵触しないこと（注7）
（注1）精神科、心療内科、神経（内）科、小児科、臨床心理士に不登校や対人関係などのこころの問題でカウンセリング又は投薬
治療を受けている最中、又は治療終了後12か月が経過していない場合は、お申込みいただけません。
（注2）学校教育法が定める日本の学校以外に在籍している場合、条件によって考慮しますので、個別にご相談ください。
（注3）中等教育学校の場合、「第１学年」は第４学年を、「第２学年」は第５学年を、「第３学年」は第６学年を指します。
（注4）前年度と今年度の欠席日数の合計は、保健室登校などで登校していても全授業に出席しない日数を含みます。な
お、けがや病気が完治し、留学生活に支障がない場合は考慮します。応募時に理由と現状を記載してください。場合によっては診

断書の提出を求めます。

（注5）受入国によっては、教育事情により、別途さらなる年齢制限が設定されています。必ずプログラム案内とあわせてご確認くだ
さい。

（注6）受入国内定後、過去３年分の成績証明書の提出を求めます。AFS国際基準よりも成績が下である場合は、受入国
の審査を通過するとは限りません。在学校からの推薦書や学業誓約書などの書類提出を追加で求める場合もあります。

（注7）国別に年齢制限、配属制限、成績基準が定められています。プログラム案内に加えて、ホームページの国別ページをよく読
んでから応募してください。条件を満たしていない場合は、受入国での書類審査を通過できませんので注意してください。

【年齢制限】 国の教育制度上の規定や査証の発給要件などにより定められています。
【配属制限】 ペットによるアレルギーや食事制限がある場合は、配属先を見つけることが困難な国が増えています。
【英語力】 アメリカとイギリスを希望する場合は応募時の英語試験で689点以上（800点満点）のスコアが必要です。また、他の国も
出発までに英検準2級程度の英語レベルが推奨されます。

内定の取消
受入国が内定してから日本を出発するまでの間に次のような事態が生じた場合には、内定を取り消すことがあります。内定取消は

AFSから「内定取消通知」の書類を発送したときに効力を生じます。内定取消となった場合は、同年度の再応募はできません。な
お、下記への該当性の有無は、当協会の判断によります。

1）当協会及び留学内定国が定めている学業成績及び心身の健康状態などの基準を満たしていないとき
2）犯罪に関わり、あるいは重大な交通事故を引き起こしたとき
3）自己又は他人を傷つけ、あるいは危険にさらしうる言動をしたとき（ソーシャルメディアへの投稿などによる場合を含む）
4）在学校の学校長から推薦を取り消されたとき（原因が参加生本人にあるかどうかを問いません）
5）在学校から他の高等学校・高等専門学校又は専修学校高等課程に転校し、転校先の学校長から留学が承認されなかったとき
6）日本の高等学校・高等専門学校又は専修学校高等課程に在学しなくなったとき。ただし、在学校での留学手続きのため出発直



前に退学手続きを取る場合を除く

7）当協会に提出した書類の情報が正しく記載されていなかったとき
8）当協会に提出すべき書類の提出あるいは報告を怠ったとき
9）当協会で定められたオリエンテーションの全日程を終了しなかったとき
10）オリエンテーションなど当協会の催しにおいて、AFS生として適切ではない行動又は態度が見られたとき
11）受入国のAFS事務所が受入れを拒否したとき。ただし、他の希望国に配属された場合は除く
12）中学3年生受験者が高校進学後、進学先の学校長から推薦を得られなかったとき
13）プログラム参加費の支払期日を過ぎても支払いがなされないとき、及び出発予定日の前日までに参加費全額の支払いが完了
しないとき

14）AFSの方針、ルール、諸手続きに従わないとき
15）時期、態様のいかんを問わず、AFSの名誉あるいはその社会的評価を傷つけ、AFS生としての品位を汚し、AFS又はAFS職
員に対する暴言、威嚇あるいは侮辱を行うなど、不適切な行為を行ったとき

16）以上のほか、AFS生として適性を欠くと認めるべき事由があるとき
なお、7） 8） 13） 14） 15）は保護者についても該当性判断の対象となります。内定取消になった場合の返金規定は参加規程の通
りです。参加規程は募集要項の巻末に掲載していますので、あわせてご確認ください。

* 上記1）及び11）で内定取消となった場合は、参加規程第3 項①によりお支払いいただいたプログラム参加費全額を返金します。
* 上記5）及び 12）で学校長の承認又は推薦が得られなかった原因が参加生本人にない場合は、お支払いいただいたプログラム
参加費からオリエンテーション参加費及び銀行振込手数料を差し引いた残り全額を返金します。その場合は、学校の方針として承

認又は推薦できない事由を明記した学校長名の文書を当協会までお送りください。

* 上記2）3）4）6）7）8）9）10）13）14）15）16）で内定取消となった場合は、取消しの時期に応じ参加規程第2項に従ってプログラム
参加費を返金します。ただし、4）で推薦取消の原因が参加生本人にない場合は、参加規程第3項③に従います。

推薦書作成後、当該生徒が転校・長期休学、あるいは退学した場合、及び上記に該当する事態が生じた場合には速や

かに当協会までご連絡ください。

【本件に関するお問い合わせ先】
公益財団法人 AFS日本協会 プログラム本部 派遣担当
〒105-0001 東京都港区虎ノ門3丁目18番16号 虎ノ門菅井ビル6階
E-mail：ryugaku@afs.or.jp

mailto:ryugaku@afs.or.jp


　　2023年　　　月　　　日
公益財団法人AFS日本協会　御中

学校名：

所在地：

学校長名：

電話番号：

FAX番号：

AFS年間派遣プログラム
2024年出発（第71期）和文推薦書

本校は学校教育法の定める学校で、本校在学中の下記の者は『AFS年間派遣プログラム 2024年出発 第71期 募集要項』に示され
た応募資格のすべてを満たす者として、推薦いたします。一次合格となった場合には、AFS日本協会が定めるオリエンテーションへ
の出席を許可いたします。

記

生徒氏名：

生年月日：西暦　　　　年　　 月　　 日生まれ

学科またはコース／学年：　　　　　　　　 　　　　　／　　　　　　年

1.　人物
候補生の性格（長所・短所）、家族、同年輩および世代の違う人々とどのように関わっているか具体的に記述してください。

2.　学業・学校生活
得意・不得意科目を克服するために努力しているか、課外活動・生徒会活動・学級活動等の様子および役割等を具体的

に記述してください。

3.　参加生としての意欲・素質、留学に関する家族の理解

4.　出席日数
前年度の欠席日数： 　　　日（出席すべき日数　　　日）
今年度の欠席日数： 　　　日（出席すべき日数　　　日）／　　　月　　　日記入
備考、または上記合計欠席日数が10日以上の場合の理由：

記入者名：

以上


